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噺
潟
稟
醐
鬮
鱸
鬮
に
寵
艀
る

週
騰
◎
讓
奬
と
讓
圓

ー
被
災
地
の
復
圃
@
復
興
に
道
路
が
重
要
な
役
割
-

道
路
局
国
道
･
防
災
課
道
路
防
災
対
策
室

二別
田

隆
一

平
成
エ
ハ年
一
〇
月
二
三
日
午
後
五
時
五
六
分
項
、
新

潟
県
中
越
地
方
を
中
心
に
、
東
北
か
ら
近
畿
ま
で
の
広
い

範
囲
で
強
い
揺
れ
を
観
測
。

新
潟
県
川
口
町
役
場
で
震
度
七
を
観
測
す
る
と
と
も

(出典 :気象庁)

に
、
小
千
谷
市
、
山
古
志
村
、
新
潟
小
国
町
で
震
度
六
強
、

長
岡
市
、
十
日
町
市
、
栃
尾
市
、
越
路
町
、
三
島
町
、
堀

之
内
町
、
広
神
村
、
守
門
村
、
入
広
瀬
村
、
川
西
町
、
中

里
村
、
刈
羽
村
で
震
度
六
弱
、
そ
の
ほ
か
東
北
地
方
か
ら

図 1 震度分布図

近
畿
地
方
に
か
け
て
震
度
一
か
ら

五
強
を
観
測
し
た
。

震
源
は
新
潟
県
中
越
地
方
で
震

源
の
深
さ
は
約
二
〇
皿
、
地
震
の

規
模
を
表
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
ま

六
･
八

(図
1
)。

そ
の
後
も
、
震
度
六
強
二
回
、

震
度
六
弱
二
回
、
震
度
五
強
八
回
、

震
度
五
弱
五
回
、
震
度
四
が
四
〇

回
な
ど
強
い
余
震
が
続
い
た

(平

成

一
六
年
一
二
月
一
四
日
現
在
)
。

今
回
の
災
害
に
対
し
、
政
府
は
一
〇
月
二
四
日
一
時
三
〇

分
に

｢関
係
省
庁
連
絡
会
議
｣
を
開
催
し
、
被
害
状
況
や

各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
後

｢非
常
災
害
対
策
本
部
｣
を
設
置
し
、
定
期

的
に
情
報
交
換
、
課
題
の
検
討
を
行
っ
た
。

現
地
で
は
、
被
災
当
日
の
二
三
日
に

｢平
成
一
六
年

(二
〇
〇
四
年
)
新
潟
県
中
越
を
震
源
と
す
る
地
震
に
対

す
る
現
地
連
絡
調
整
室
｣
が
設
置
さ
れ
、
二
五
日
に
は

｢現
地
支
援
対
策
室
｣
に
格
上
げ
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
一
〇
月
二
四
日
七
時
五
〇
分

に

｢国
上
交
通
省
非
常
災
害
対
策
本
部
｣
を
設
置
し
、
被

災
状
況
の
把
握
と
復
旧
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国

土
交
通
省
職
員
を
派
遣
し
、
各
市
町
村
の
地
域
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
応
急
復
旧

活
動
を
支
援
し
た
。
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写真2 関越道 (越後川口~堀之内) 応急工事状況
写真 1 関越道 (越後川口~堀之内) 被災状況

=
高
速
道
路
と
直
轄
回
避
の
被
災
と
纜
圏

こ
の
地
震
で
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
各
地
で
道
路
の
崩

壊
や
陥
没
等
の
被
害
が
発
生
。

こ
の
被
災
に
よ
り
交
通
機
能
が
麻
痺
し
、
山
古
志
村
な

ど
で
孤
立
集
落
が
発
生
す
る
な
ど
、
地
域
の
日
常
生
活
や

産
業
･
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

高
速
道
路
は
、

関
越
道

(長
岡
I
C
~
月
夜
野
I
C

(下
り
)、
長
岡
I

C
~
湯
沢
I
C

(上
り
))
及
び
北
陸
道

(柏
崎
I
C
~

三
条
燕
I
C
)
が
、
多
数
の
段
差
や
法
面
崩
壊
に
よ
り
通

行
止
め

(写
真
1
)。

道
路
公
団
で
は
、
緊
急
車
両
や
救
援
物
資
輸
送
の
通
行

写真 3 関越道 (越後川口~堀之内) 緊急車輌通行
確保状況

を
確
保
す
る
た
め
、
鋭
意
復
旧
作
業
に
取
組
み
、
被
災
一

九
時
間
後
ま
で
に
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
た

(写
真

2
.
3
)
0

そ
の
後
、
一
〇
月
二
六
日
に
は
北
陸
道
に
つ
い
て
、
関

越
道
に
つ
い
て
も
長
岡
I
C
~
小
出
I
C
間
以
外
は
一
般

車
両
の
通
行
を
可
能
と
し
、
一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
関
越

道
を
経
由
す
る
東
京
~
新
潟
間
の
高
速
バ
ス
も
連
行
を
再

開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
関
越
道
の
長
岡
I
C
~
小
出
I
C
間
も
、
被

災
一
三
日
後
に
は
全
線
で
一
般
車
両
通
行
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

関
越
道
の
通
行
止
め
に
よ
り
、
迂
回
路
と
し
て
利
用
さ

れ
た
磐
越
道
で
は
交
通
量
が
約
六
割
、
上
信
越
道
で
は
約

四
割
の
増
加
が
見
ら
れ
、
緊
急
物
資
の
輸
送
等
に
お
い
て

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
発
揮
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

直
轄
国
道
で
は
、
国
道
八
号
、
一
七
号
等
で
一
七
箇
所
、

補
助
国
道
で
国
道
一
一
七
号
な
ど
一
一
路
線
で
五
九
箇
所

が
通
行
止
め
と
な
る
被
害
が
あ
っ
た
が
、
被
災
二
日
後
ま

で
に
和
南
津
ト
ン
ネ
ル
を
除
き
、
一
般
車
両
の
通
行
を
確

保
し
た

(写
真
4
5
6
)。

和
南
津
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト

剥
落
箇
所
を
応
急
措
置
し
、
被
災
一
〇
日
後
に
は
一
般
車

両
の
通
行
を
確
保
し
て
い
る

(写
真
7
i
9
)。



霊

県
轡
理
道
路
と
南
面
精
通
の
被
災
艦
蠣
圃

県
管
理
道
路
で
は
、
約
一
、
五
〇
〇
箇
所
が
被
災
し
、

う
ち
集
落
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
緊
急
に
復
旧
が
必
要
な
約
九

六
〇
箇
所
に
つ
い
て
は
、
約
七
割
で
応
急
復
旧
済
み
で
、

一
二
月
中
に
全
て
応
急
復
旧
を
完
了
さ
せ
る
予
定
と
な
っ

写真5 国道17号川口町天納地先の迂回路通行状
況

写真4 国道17号川口町天納地先の道路
崩壊現場

写真7 国道17号ネロ南津トンネル覆工トン
ネル剥落現場

写真6 国道"号川口町地内の道路崩壊現場

被
災
箇
所
が
極
め
て
多
い
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
に
よ
る
調
査
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交

て
い
る

こ{

写真9 国道17号和南滓トンネルの開通
(11月 2目開通) 写真 8 和南滓トンネル坑内応急復旧作業状況



通
省
で
は
、新
潟
県
か
ら
災
害
調
査
の
支
援
要
請
を
受
け
、

一
〇
月
三
一
日
か
ら
北
陸
地
方
整
備
局
、
東
北
地
方
整
備

局
、
関
東
地
方
整
備
局
の
職
員
等
を
、
小
千
谷
市
な
ど
五

市
町
村
で
一
、
五
五
〇
箇
所
、
延
べ
五
五
〇
人
を
派
遣
し

緊
急
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
約
二
、
二
0
0
箇
所
が
被
災
と
判
明
し
、

う
ち
緊
急
に
復
旧
が
必
要
な
約
一
、
一
0
0
箇
所
に
つ
い

て
は
、
約
六
割
で
復
旧
済
み
で
、
一
二
月
中
に
約
九
割
ま

で
応
急
復
旧
を
完
了
さ
せ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

三

冬
期
変
遷
の
確
保

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
中
越
地
方
に
お
い
て

は
、
道
路
の
被
災
に
伴
い
、
消
雪
消
雪
パ
イ
プ
も
損
傷
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
直
轄
国
道
で
は
国
道
一
七
号

に
お
け
る
被
災
箇
所
一
五
箇
所
に
つ
い
て
、
年
内
を
目
途

に
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

県
管
理
道
路
の
被
災
箇
所
に
つ
い
て
も
概
ね
年
内
を
目

途
に
復
旧
予
定
で
あ
る
と
と
も
に
、
除
雪
区
間
に
つ
い
て

は
、
機
械
除
雪
を
可
能
と
す
る
た
め
、
段
差
解
消
な
ど
応

急
復
旧
に
努
め
て
い
る
。

市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
職
員
に
よ
る
被

災
状
況
調
査
に
お
い
て
、
消
雪
パ
イ
プ
の
被
災
状
況
把
握

も
含
め
復
旧
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
被
災
箇
所
に
つ
い
て

は
概
ね
年
内
の
復
旧
を
目
指
す
が
、
復
旧
困
難
な
場
合
は

機
械
除
雪
に
よ
り
対
応
す
る
方
針
と
な
っ
て
い
る
。

四

国
晝
変
通
省
の
夏
撥

国
土
交
通
省
で
は
、
被
災
直
後
に
は
、
小
千
谷
市
の
停

電
や
断
水
地
区
に
、
近
畿
地
方
整
備
局
か
ら
の
造
水
車
を

は
じ
め
と
し
て
、
各
整
備
局
が
所
有
す
る
電
源
も
供
給
可

能
な
照
明
車
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
災
害
査
定
官
の
ほ

か
、
国
総
研
、
土
研
等
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
地
す
べ
り

等
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
早
期
復
旧
に
向
け
技
術
的
支
援

を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
被
災
地
の
円
滑
な
救
援
活
動
に
配
慮
し
、
高
速

道
路
等
の
有
料
道
路
に
つ
い
て
、
被
災
住
民
に
救
援
物
資

を
運
搬
す
る
車
両

(新
潟
県
災
害
対
策
本
部
の
要
請
を
受

け
て
各
県
が
発
行
す
る
災
害
派
遣
等
従
事
車
両
証
明
書
を

所
持
し
て
い
る
こ
と
)
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
特
別
措

置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
無
料
通
行
措
置
を
実
施
し
て
い

る
o大

規
模
に
被
災
し
た
山
古
志
村
の
国
道
二
九
百
万
に
つ

い
て
は
、
新
潟
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
、
道
路
法
第
一
三

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
が
直
轄
事
業
と
し
て
災
害

復
旧
事
業

(延
長
約

一
〇
踊
)
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

(直
轄
権
限
代
行
)、
現
在
、
山
古
志
村
役
場
、
梶
金
地
区

及
び
東
竹
沢
地
区

(河
道
閉
塞
地
手
前
)
ま
で
の
工
事
用

道
路
等
を
整
備
し
、緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
て
お
り
、

三
一月
五
日
に
は
、
工
事
用
道
路
を
利
用
し
て
、
梶
金
地

区
の
住
民
の
方
々
の
乗
用
車
等
約
四
〇
台
の
村
外
移
動
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
災
害
に
お
い
て
は
、
積
雪
地
域
に
お
け
る
降
雪

期
前
の
被
災
と
い
っ
た
特
別
な
状
況
に
鑑
み
、
甚
大
な
被
害

の
降
雪
期
前
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
①
災
害
査
定
を
待

た
ず
に
、
改
良
工
事
を
含
め
た
工
事
に
着
手
が
可
能
、
②
災

害
査
定
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
は
、
通
常
補
助
事
業
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、新
た
な
措
置
を
と
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
小
千
谷
市
や
川
口
町
な
ど
の
被
災
地
域
に

あ
る

｢道
の
駅
｣
に
お
い
て
、
被
災
直
後
か
ら
被
災
さ
れ

た
方
の
避
難
場
所
や
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
温
泉
施
設
の
無

料
開
放
な
ど
、
被
災
者
の
支
援
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
被

災
地
周
辺
の

｢道
の
駅
｣
に
お
い
て
は
、
道
路
情
報
や
被

災
情
報
等
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
物
資
輸

送
の
み
な
ら
ず
、
道
路
施
設
が
有
す
る
機
能
が
有
効
に
活

用
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、安
心
で
き
る
住
民
生
活
の
確
保
や
、

地
域
経
済
の
復
興
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
早
期
の
全
面
復
旧
に
向
け
、
努
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

饉

掲
載
の
数
値
は
、
断
り
の
な
い
限
り
平
成
一
六
年
三
一月
一
三
日

時
点
の
も
の
で
あ
る
。



,
き

ぐ

特
瓣
/
道
略
と
防
災
＼
棄

≧

!
:

;

識ぎ
ハ
ム
ドミ

台
風
鬱人
罨
に
よ
る
穴
森
大
橋

雀
皺
鬮
週
二
二
九
号
神
勲
内
糒
)
⑭
繊
築
状
況

北
海
道
開
発
局
建
設
部
道
路
維
持
課

加
藤

博
美

い
に
北
上
し
、
午
前
五
時
過
ぎ
に
大
森
大
橋
周
辺
が
暴
風

域
に
入
っ
た
。
台
風
の
速
度
は
毎
時
三
五
如
に
減
速
し
、

午
後
二
時
過
ぎ
に
北
海
道
か
ら
ゆ
っ
く
り
離
れ
た

(図

1
参
照
)。

台
風
は
大
森
大
橋
周
辺
一
帯
で
は
南
西
の
風
が
陸
に
対

し
て
直
角
に
吹
き
付
け
、
か
つ
暴
風
域
に
長
い
時
間
入
っ

て
い
た
た
め
に
沖
合
で
は
大
時
化
の
状
態
が
続
い
た
。

台
風
の
接
近
に
伴
い
、
九
月
八
日
よ
り
大
森
大
橋
付
近

は
越
渡
の
た
め
に
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
台
風
で
小
樽
市
で
は
最
大
瞬
間
風
速
四
四
･
二

m
/
s
(八
日
=

…
二
○
)
を
観
測
し
て
記
録
を
更
新

し
、
ま
た
小
樽
港
で
は
最
大
六
0
m
の
潮
位
偏
差
が
記
録

さ
れ
た
。
ま
た
、
大
森
大
橋
近
傍
の
岩
内
港
に
お
い
て
も

最
大
瞬
間
風
速
四
二
･
一
m
/
s
(八
日
-
-
…
○
○
)

を
観
測
し
た
。

＼
＼
キ
＼

/

詣

ノ

ノ

州

区

執中
耕
~
~
ふ
｢
＼

--

ノ
ー-

鑑
産
す二

雜潔
寂れ茗

菴

脳
枦
ヤ
刈!

幅
滋

ノ“
翁

~

門＼
輳
粃
戸
隧

幻

,

6

離
れず
門豊
が

、

遁
搾

図 1 台風18号経路

　

　
　
　
　

二
〇
〇
四
年
九
月
八
日
に
北
海
道
西
岸
を
通
過
し
た
台

風
一
八
号
に
よ
り
一
般
国
道
二
二
九
号
神
恵
内
村
の
大
森

大
橋
が
被
災
し
た
。

大
森
大
橋
は
、
積
丹
半
島
西
岸
を
走
る
一
般
国
道
二
二

九
号
の
神
恵
内
村
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
神
恵
内
村
が

分
断
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
国
道
を
管
理
す
る
北
海
道
開
発
局
は
交
通

確
保
の
た
め
、仮
橋
設
置
な
ど
の
応
急
復
旧
に
着
手
し
た
。

三

台
風
幟八
号
の
概
嚢

二
〇
〇
四
年
八
月
二
八
日
南
太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
付
近
で
発
生
し
た
台
風
一
八
号
は
九
月
八
日
午
前
一
時

項
に
渡
島
半
島
西
岸
に
接
近
し
た
。
そ
の
後
も
海
岸
線
沿



國

夫
嚢
茨
精
の
周
辺
海
岸
の
特
徴

大
森
大
橋
は
、
リ
ー
フ
(機
棚
)上
の
地
形
に
架
橋
さ
れ

T .P.十0.om

て
い
る
形
式
で
あ
る

(写
真
-
参
昭
巴
。
リ
ー
フ
部
分
の

標
高
は
お
よ
そ
ブ
ラ
ス
0
･
五
m
で
、
そ
の
リ
ー
フ
先
端

部
か
ら
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
0
m
ま
で
急
激
に
落
ち
込
ん
で

お
り
、先
端
部
に
は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
橋
梁
の
山
側
は
リ
ー
フ
を
囲
む
よ
う
に
切
り
立
っ

た
崖
が
湾
状
地
形
を
な
し
て
い
る
(図
2
、写
真
6
参
照
霧

團

講
簾
の
構
築
状
況

大
森
大
橋
の
主
な
損
傷
状
況
を
写
真
2
、図
3
に
示
す
。

①
P
C
主
桁

(写
真
3
参
昭
巴

"
四
径
間
が
落
橋

②
P
ー
2
橋
脚
"斜
め
ひ
び
わ
れ
(幅
○
･
七
回
程
度
)

③
P
ー
3
橋
脚

(写
真
4
参
照
)

…曲
げ
せ
ん
断
破
壊

(三
〇
節
程
度
傾
斜
)

④
P
ー
8
橋
脚

“曲
げ
ひ
び
わ
れ
(幅
二
･
o
m
程
度
)

　

　

鈴

状
宛
災被

.
2

　　　

　　

＼

〃
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形消
波
ブ
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図 2 大森大橋地点の横断形状
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重

機
災
時
の
波
浪
状
況
の
推
定

水
位
上
昇
に
つ
い
て

九
月
八
日
大
森
大
橋
付
近
の
テ
レ
メ
ー
タ
で
は
一
三
"

P - 3橋脚被災状況

四
o
に
気
圧
九
人
九
中
"
最
大
平
均
風
速
三
四
･
一
m
/

s
が
観
測
さ
れ
た
。

こ
の
気
圧
の
低
下
と
強
風
の
吹
き
寄
せ
に
よ
る
水
位
の

上
昇
量
を
推
定
す
る
と
、
九
四
･
八
皿
、
ま
た
有
義
波
高

は
七
･
六
m
、
周
期
は
一
二
賊
と
な
り
、
か
な
り
水
位
が

上
昇
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(図
4
参
照
)。

穴

水
理
穰
型
実
験

独
北
海
道
開
発
土
木
研
究
所
港
湾
研
究
室
で
は
、
被
災

時
の
波
浪
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
水
理
模
型
実
験
を

実
施
し
た
。
実
験
は
二
次
元
造
波
水
路

(長
さ
二
二
m
、

高
さ
二
m
、
幅
○
,
八
m
)
内
に
複
雑
な
現
地
の
地
形
を

モ
デ
ル
化
し
、
ビ
デ
オ
撮
影
を
行
っ
た
。

r強風 = 気団亦 -吹き寄せによる海面上昇 海面の吸い上げ効果

鳶気圧低下による上昇

図 4 潮位上昇メカニズム (モデル図)

実
験
縮
尺
は
1
/
お
と
し
、
相
似
則
は
フ
ル
ー
ド
則
に

従
っ
た
。
写
真
5
に
ビ
デ
オ
映
像
の
一
部
を
示
す
が
、
進

行
波
と
崖
か
ら
の
反
射
波
が
橋
脚
付
近
で
重
な
り
あ
い
、

橋
桁
に
対
し
水
平
力
と
鉛
直
力
が
作
用
し
て
い
る
様
子
が

記
録
さ
れ
た
。

艦

想
定
き
れ
る
鱈
橋
メ
カ
疊
ヌ
ム

落
橋
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
推
定
す
る
と
、
左
記
に
示
す
複
数

の
要
素
が
重
な
り
合
い
、
特
異
な
状
況
で
落
橋
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

①
水
位
の
異
常
な
上
昇
…台
風
に
よ
る
気
圧
の
低
下
と
強

風
に
よ
り
、
大
森
大
橋
付
近
の
水
位
が
上
昇
し
た
。

②
特
殊
な
地
形
…橋
梁
直
下
の
リ
ー
フ
状
地
形
や
、
背
後

写真 5 代表的な実験映像



の
崖
及
び
そ
の
湾
状
地
形
に
よ
り
、
波
が
崖
で
反
射
し

架
橋
位
置
に
集
ま
る
傾
向
と
な
る
。
さ
ら
に
消
波
ブ
ロ

ッ
ク
が
あ
る
た
め
リ
ー
フ
上
で
プ
ー
ル
状
と
な
り
水
位

は
さ
ら
に
上
昇
し
た
。

③
波
浪
の
重
複
"水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
で
入
射
す
る
波

は
リ
ー
フ
上
で
波
高
は
増
大
し
、
崖
か
ら
反
射
す
る
波

と
重
複
す
る
こ
と
で
橋
桁
に
浮
力
と
揚
圧
力
が
作
用
し

た

(図
5
参
照
)。

八

損
傷
状
況
か
ら
獺
燈
盡
輯
る
落
下
時
の
攣

醐
橋
脚
上
で
損
傷
し
た
支
承
の
う
ち
、
海
側
支
承
は
上
方

一て　
は
の
の

射

状

　　　

　

　

る

プ

図 5 波による落下メカニズム

水位の上昇

向
に
損
傷
し
、
山
側
支
承
は
横
方
向
に
損
傷
し
た
。
ま
た
、

橋
脚
の
山
側
沓
座
面
に
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
落
下
時
の
挙
動
は
、
海
側
が
先
行
し
て

浮
き
上
が
り
、
山
側
に
沓
座
面
を
擦
り
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド

し
て
落
下
し
た
と
想
定
さ
れ
る

(図
6
参
照
)。

さ
ら
に
、
主
桁
落
下
状
況

(く
の
字
変
形
)
よ
り
、
小

樽
側
,
函
館
側
の
主
桁
を
押
し
な
が
ら
落
下
、
こ
の
と
き

の
衝
突
荷
重
に
よ
り
、
P
2
、
P
3
、
P
8
橋
脚
が
損
傷

に
至
っ
た
と
想
定
さ
れ
る

(図
7
参
照
)。

熟

慮
憲
纜
帽
髯
溝
の
纖
鬮

仮
橋
形
式
の
選
定
は
、
経
済
性
、
施
工
性
、
管
理
性
、

桁の海側が浮き上がり、山側は浮き上がらずにスライド

図6 落下時の挙動の推定
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D
I

桁CP
I

【海側】
P6

ラーメン橋

図 7 想定される落下時の挙動の推定
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緊
急
調
達
性
な
ど
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
い
実
績
の
多
い

ト
ラ
ス
形
式
を
採
用
し
た
。
図
8
･
9
、
写
真
7
に
採
用

し
た
仮
橋
側
面
図
を
示
す
。

し
た
仮
橋
側
面
図
を
示
す
。

メ

@

下
部
工
の
補
修
方
法
は
当
初
設
計
の
条
件
を
踏
襲
し
、

｣ -

鱒

昭
和
四
三
年
道
路
橋
下
部
構
造
設
計
指
針
に
準
じ
て
、

物
税

を

値

し
･

耐
震
設
計
は
震
度
法
レ
ベ
ル
)
以
下
の
補
修
を

鍋

“

蛔

行
っ
た
る

二
蝸

謝
⑰
瑚

600 162200 1626 I57949 1725 -04400 500
(現I詩錆割田PC御ヒンジラーメン箱船) (応急組立橘) “反撥) (仮準動 く仮絹)

　　　　　　　　　　　　　　　　
④ d⑪ “,.愈‘ @ も.れ 蛾 " ,生め.ふ く留め, ,⑧･、鰹転 ぜ蘭“ @ ! ②

応急仮橋

　　

　
　

　

二

復

行
っ
た
。

①
P
2
橋
脚

…鋼
板
巻
立
て

②
P
3
橋
脚
…
R
C
巻
立
て

③
P
8
橋
脚

…
ひ
び
割
れ
注
入
工

揖

大
森
大
橋
は
被
災
後
応
急
復
旧
が
進
め
ら
れ
、
二
0
0

四
年
一
二
月
八
日
に
供
用
を
開
始
し
た

(写
真
8
参
照
◇
。

9 仮橋側面図

写真 8 供用状況



藥
番
犬
蠣
讓
鱸
鬮
と
潅
濃
に
榊
巍
電
、

◆
薹
榊
礎
護
る
こ
と

近
畿
地
方
整
備
局
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
副
所
長

服
部

龍
雄

　
　
　
　
　

紀
南
河
川
国
道
事
務
所
が
管
理
し
て
い
る
一
般
国
道
四

二
号

(管
理
区
間
一
五
七
･
三
如
)
は
急
峻
な
山
地
と
海

岸
線
の
間
を
縫
う
よ
う
に
通
っ
て
お
り
、
代
替
道
路
の
確

保
が
困
難
な
道
路
で
あ
る

(図
1
)。

ま
た
、
平
成
一
五
年
七
月
二
四
日
に
施
行
さ
れ
た

｢東

南
海

･
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
ムヱ

に
よ
り
、
管
内
の
全
区
域
が
推
進

地
域
に
指
定
さ
れ
、
東
南
海
･
南
海
地
震
に
よ
る
地
震
と
津

波
に
対
す
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神

･
淡
路
大
震

災
の
教
訓
を
受
け
て
、
平
成
人
年
度
よ
り

｢
一
般
国
道
四

二
号
震
災
時
初
動
体
制
検
討
委
員
会
｣
(座
長
･
沖
村
孝

神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
)
を
発
足
し
、

初
動
体
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
局
地
的
迂
回
路
調
査
、

災
害
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
、
職
員
の
危
機
管
理

意
識
の
向
上
と
初
動
期
の
対
応
準
備
に
努
め
て
き
た
。

平
成
エ
ハ年
三
一月
二
〇
日
よ
り
委
員
会
名
を

｢紀
南

地
方
大
規
模
災
害
対
策
検
討
委
員
会
｣
に
改
め
、
初
動
体

制
の
検
討
に
、事
前
対
策
と
緊
急
対
策
等
の
検
討
を
加
え
、

危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
大
規
模
地
震
と
津
波
の
発
生
に
備
え
た
紀

南
河
川
国
道
事
務
所
の
取
組
み
の
事
例
を
紹
介
す
る
も
の

で
あ
る
。

二

機
轡
想
定

1

想
定
震
度
分
布
と
津
波
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

中
央
防
災
会
議
、
東
南
海
･
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専

門
調
査
会

(第
一
六
回
)
平
成
一
五
年
一
二
月
一
六
日
で

,･/キ

ト

　
　　
　
　

　　
　
　

　
　

串本管内
42.8km
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国
理
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示
さ
れ
た
東
南
海
十
南
海
地
震
の
震
度
分
布
図

(図
2
)

に
よ
れ
ば
、
沿
岸
部
の
市
街
化
さ
れ
た
地
域
で
震
度
七
に

達
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

中
央
防
災
会
議

(平
成
一
五
年
四
月
一
七
日
｢東
南
海
、

南
海
地
震
等
に
関
す
る
専
門
調
査
会
｣
第
一
〇
回
)
資
料

一
｢東
南
海
、
南
海
地
震
の
津
波
高
さ
の
検
討
｣
の
津
波

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
沿
岸
部
で
の
津

波
高
さ
が
古
座
で
九
･
五
m
と
な
り
、
地
震
発
生
か
ら
約

五
分
後

(0
~
-
0
分
)
に
串
本
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

に
津
波
が
到
達
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
結
果
は
陸
上

部
の
遡
上
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
で
は

さ
ら
に
高
い
津
波
に
襲
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
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〆
＼＼＼

}
ぐ
ち
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分
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連
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高
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図 3 各地の津波シュミレーションの結果

○~ 10分

親

間

　

　　
　
　

坊

度

さ

達

御
震
高
到

　
　

山

!
･
時

歌
度
さ
達

和
震
高
到 40 ~ 50分

れ
る

(図
3
)。

2

津
波
浸
水
予
測
区
間
と
影
響
人
数

中
央
防
災
会
議
(平
成
一
五
年
四
月
一
七
日
｢東
南
海
、

南
海
地
震
等
に
関
す
る
専
門
調
査
会
｣
第
一
〇
回
)
で
提

案
さ
れ
た
津
波
高
さ
を
用
い
て
、
津
波
高
さ
よ
り
低
い
一

般
国
道
四
二
号
の
区
間
を
調
査
し
た
結
果
、
約
四
割
の
区

間
が
、
津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判

っ
た

(表
1
)。

さ
ら
に
、
津
波
の
影
響
を
受
け
る
一
般
国
道
四
二
号
の

利
用
者
の
人
数
を
推
算
す
る
と
、
平
日
の
ピ
ー
ク
時
で
二

一
、
三
〇
〇
名
以
上
の
道
路
利
用
者
が
津
波
の
影
響
を
受

表 1 津波浸水予測区間

管内延長 浸水延長 浸水率
新宮管内 43

.
4 23

.
5 5 4 1 %

串本管内 芻 甜 得田辺管内 甜 眺 獨ユー----。 飜 秘 聯
表 2 津波影響予測人数

自転車類 自動二輪 小型車 大型車 上Iニニロ
津波影響台数 1 7

.
0 Û1

h
4
I ㈱ 鮫 燃1台当たり乗車人数 1

,
O 9̂

… 惚 第 8に〕
津波影響人数 1 7 41 煕 321 鰓

中央防災会議 東南海 ･南海地震等に関する専門調
査会 ((第16m l) 平成15年 l2月 16日) 資料より抜粋

図 2 東南海十南海地震の震度分布図



け
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
っ
た

(表
2
)。

意
識
を
持
っ
て
、
発
災
時
に
迅
速
か
っ
的
確
な
対
応
が
行

三

者
施
策
の
構
成
と
概
轆

1

各
施
策
の
構
成

現
在
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策
及
び
今
後
行
っ
て
い
く
施

策
の
構
成
と
し
て
は
、
各
種
調
査
を
除
く
と
次
の
四
つ
に

大
別
さ
れ
る

(図
4
)。

の

事
務
所
内
体
制

紀
南
河
川
国
道
事
務
所
の
全
職
員
が
、
平
素
よ
り
危
機

②関係各機関との連携体制
紀南地方道路災害情報連絡会の運営、維持

･保
制
C

路

c

　　
　
　

　

　

、者
達
e

迂
査
e

呂
力
調

)
間
調

　　
　

　
　
　

　　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　　
　

　　　　　　　

　　
　

　

　

　
　　
　
　

S
力

実

t

ュ
回
波
者

　
　
　
　

A
協

纖
。

シ
的
荊

端
機

の

波
地
霊
路

制
轢

津
局
地
道

①事務所内体制
･マニュアル額の整備 ･訓練の継続実施
･対応支援資機材の整備、維持
･体制の改良、維持

③道路利用者の安全確保
津波危険表示板等の設置、評価
パンフレットの配布
地震、津波情報の伝達システムの検討

e t c
　
　

　　　　

　　　

噌

-痣
制

界
の
材

　

　
　

　　

　

布
伝

設
緊
.
,
.

成

ホ縮　

　

　　

事
･
･
･

え
る
体
制
を
構
築

･
維
持
し
て
行
く
も
の
と
し
て
い
る
。

②

関
係
各
機
関
と
の
連
携
体
制

大
規
模
か
つ
広
域
に
発
生
す
る
災
害
を
念
頭
に
お
い

て
、
和
歌
山
県
を
は
じ
め
関
係
各
機
関
と
の
連
携
体
制
や

協
力
体
制
を
構
築

･
維
持
し
て
行
く
も
の
と
し
て
い
る
。

◎

道
路
利
用
者
の
安
全
確
保

道
路
利
用
者
の
自
助
活
動
(停
車
･
避
難
)
を
支
援
し
、

地
震
や
津
波
等
に
よ
る
被
害
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
道

路
利
用
者
の
生
命
を
救
う
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
し
て
い

る
。回

管
理
施
設
の
対
策

地
震
･
津
波
に
対
す
る
道
路
施
設
の
対
策
と
し
て
、
減

災
を
目
指
し
た
事
前
対
策
の
検
討
、
被
災
し
た
施
設
に
対

す
る
緊
急
対
策
方
法
及
び
必
要
資
機
材
の
調
達
･
備
蓄
等

に
関
す
る
検
討
を
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。

2

各
施
策
の
概
要

の

事
務
所
内
体
制

①

初
動
体
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

発
災
時
に
お
い
て
、
事
務
所
の
全
職
員
が

｢誰
の
指

示
が
な
く
と
も
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る
｣
こ

と
を
念
頭
に
、
初
動
期
に
お
け
る
必
要
な
対
応
を
簡
潔

に
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
る
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
特
徴
は
、
一
般
の
書
籍
形
式
の

構
成
と
せ
ず
、
体
制
の
フ
ロ
ー
図
を
冒
頭
に
配
し
、
フ

ロ
ー
図
中
に
各
対
応
の
説
明
記
述
が
あ
る
ペ
ー
ジ
を
示

す
こ
と
で
、
目
次
の
役
割
を
持
た
せ
た
構
成
で
製
本
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
利
用
者
は
自
分
の
関
係
す
る
事
項
の

み
を
速
や
か
に
参
照
し
、
動
態
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る

(図
5
)
。

②

初
動
体
制
訓
練

初
動
体
制
訓
練
は
、
こ
れ
ま
で
の
参
集
訓
練
や
通
信

訓
練
と
は
異
な
り
、
｢買
い
物
競
争
方
式
｣
と
い
う
訓

練
方
法
を
採
用
し
た
。
こ
の
方
法
は
小
学
校
の
運
動
会

で
行
う

｢買
い
物
競
争
｣
の
手
法
を
訓
練
に
採
り
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。

訓
練
開
始
段
階
を
は
じ
め
、
各
被
害
現
場
、
職
員
の

動
態
ポ
イ
ン
ト
等
に
お
い
て
、
指
示
書
と
い
う
封
書
を

用
意
し
、
様
々
な
制
約
や
状
況
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
訓
練
参
加
者
が
予
測
で
き
な
い
状
況
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
環
境
を
作
り
出
す
方
法

で
あ
る
。

近
年
で
は
、
職
員
の
動
態
や
判
断
を
必
要
と
す
る
参

集
段
階
や
現
地
動
態
等
に
、
こ
の
｢買
い
物
競
争
方
式
｣

を
用
い
、
対
策
室
内
や
対
外
的
な
対
応
部
分
に
は

｢
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
方
式
｣
を
用
い
て
、
よ
り
実
践
的
な

訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

訓
練
の
終
了
時
に
は
、
反
省
会
を
開
き
、
体
制
や
支

援
資
機
材
等
の
問
題
点
及
び
課
題
を
抽
出
し
、
事
務
所

内
体
制
の
充
実
に
役
立
て
て
い
る
。



歌
山
県
四
振
興
局
、
三
市
、
一
六
町
、
六
村
の
三
一
会

員
に
よ
る
連
絡
会
を
平
成
三

年
六
月
に
発
足
し
た

(平
成
一
六
年
三
月
時
占
巴
。

連
絡
会
の
会
員
は
、
事
務
所
長
が
会
長
を
務
め
、
各

首
長
を
会
員
と
し
、
担
当
者
部
会
は
、
事
務
所
副
所
長

が
部
会
長
を
務
め
、
各
道
路
管
理
担
当
者
を
都
会
員
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
連
絡
会
を
二
回
、
担
当
者
部

会
を
八
回
開
催
し
、
被
害
情
報
の
交
換
要
領
や
手
法
に

つ
い
て
の
協
議
や
各
種
講
習
、訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。

連
絡
会
活
動
の
対
象
道
路
は
、
一
般
国
道
四
二
号
を

含
め
た
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
、
第
二
次
緊
急
輸
送
道

路

(和
歌
山
県
に
よ
り
指
定
)、
一
般
国
道
三
七
一
号

の
一
部
、
主
要
地
方
道
、
一
部
市
道
で
あ
り
、
各
会
員

は
連
絡
会
の
対
象
道
路
で
災
害
の
発
生
を
発
見
し
た

ら
、
管
理
外
道
路
で
あ
っ
て
も
、
速
や
か
に
そ
の
被
害

概
要
を
連
絡
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

②

K
D
A
S
S

(ケ
ー
ダ
ス
)
の
開
発

･
運
営

平
成
三

年
六
月
の
紀
南
地
方
道
路
災
害
情
報
連
絡

会
の
発
足
当
時
に
お
け
る
道
路
災
害
情
報
の
交
換
手
法

は
、
F
A
X
を
中
心
と
し
た
連
絡
体
制
で
あ
っ
た
が
、

連
絡
会
の
情
報
交
換
訓
練
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に
は

F
A
X
利
用
が
集
中
し
、
情
報
伝
達
に
平
均
値
で
三
時

間
を
超
え
る
状
況
が
確
認
さ
れ
、問
題
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
近
年
の
情
報
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
よ
り

迅
速
な
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
1
ク

対
応
型
の
紀
南
地
方
災
害
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム

｢K
D

②

関
係
各
機
関
と
の
連
携
体
制

①

紀
南
地
方
道
路
災
害
情
報
連
絡
会
の
運
営

大
規
模
な
地
震
や
津
波
の
発
生
に
よ
り
事
務
所
が
管

理
す
る
一
般
国
道
四
二
号
が
寸
断
状
態
に
至
っ
た
場
合

を
想
定
す
る
と
、
迂
回
路
が
無
い
区
間
が
多
い
こ
と
か

ら
、
救
命

･
救
援
及
び
管
理
施
設
の
被
害
状
況
の
把
握

や
災
害
対
策
に
利
用
可
能
な
道
路
の
調
査
等
を
事
務
所

の
職
員
の
み
で
、
迅
速
に
行
う
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

至
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

こ
の
課
題
の
対
策
と
し
て
、
紀
南
地
方
の
関
係
自
治

体
と
道
路
の
被
害
情
報
を
共
有
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
被
害
情
報
の
把
握
と
的
確
な

対
応
判
断
に
役
立
て
ら
れ
る
と
考
え
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
道
路
災
生
暈
寸
の
情
報
の
収
集
を

迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
、
紀
南
河
川

国
道
事
務
所
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
道
路
保
全
課
、
和
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図 6 紀南地方道路災害情報連絡会会員構成
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A
s
s
｣
を
開
発
し
、
平
成
一
三
年
七
月
よ
り
運
用
を

開
始
し
た
。

K
D
A
S
S
は
、
デ
ー
タ
通
信
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
利
用
し
た
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

(限
定
者
利
用
)

に
よ
り
、
全
関
係
者
が
利
用
で
き
る

(図
6
)。

K
D
A
S
S
の
機
能
と
し
て
は
、
被
害
･
対
策
･
通
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も蝨
窯

策
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螂
矧
ぎ噂
鰍

　

　

　

刃◎

　　
　
　　

被

"
な

入

行
状
況
情
報
の
入
力
及
び
確
認
、
被
害
状
況
地
図
の
印

刷
、
管
理
施
設
の
検
索
等
の
機
能
が
あ
る

(図
7
)。

K
D
A
S
S
は
、
地
図
を
ベ
ー
ス
と
し
た
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
容
易
な
操
作
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
な
情
報
伝
達
と
情
報
の
共
有
化
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た

(図
8
)。

　　　　　　
　
　
　　
　　
　
　

　
　　　
　　　
　

凡

.

被

纖
以
繊
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　　図

運
用
開
始
後
の
三
年
半
で
、
K
D
A
S
S
の
利
用
回

数
が

一
、
六
〇
〇
回
を
越
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
地
震
や
津
波
に
よ
っ
て
、
通
信
回

線
が
寸
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
、
通
信
手
段

の
多
重
化
や
衛
星
の
活
用
等
が
あ
る
。

"



③

道
路
利
用
者
の
安
全
確
保

津
波
の
危
険
性
は
、
地
域
住
民
で
は
各
自
治
体
の
協
力

に
よ
り
、
周
知
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
道
路
利
用
者
の
中
に
は
、
地
域
外
か
ら
来
た
観
光
客

や
商
用
来
訪
者
等
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
津
波
に
対
す

る
予
備
知
識
や
避
難
路
に
関
す
る
情
報
が
乏
し
い
こ
と
か

ら
、
津
波
の
危
険
性
を
効
果
的
に
道
路
利
用
者
に
伝
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①

道
路
利
用
者
の
意
識
調
査

平
成
一
六
年
一
〇
月
三
一
日

(休
日
)
~
-
-
月

一

日

(平
日
)
の
二
日
間
で
延
べ
七
八
五
名
の
道
路
利
用

ー
$
80
65
78
“
-爾ル

図 9 道路利用者意識調査
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者
に
対
す
る
地
震

･
津
波
に
対
す
る
意
識
調
査
を
行
っ

た

(図
9
)。

○
調
査
結
果
の
概
要

･
過
去
に
地
震
に
遭
遇
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
大
半
は
震

度
三
以
上
で
、
運
転
中
に
揺
れ
を
感
じ
て
も
、
約
六

割
は
そ
の
ま
ま
走
行
を
続
け
て
い
る
。

･
東
南
海
、
南
海
地
震
に
お
け
る
津
波
警
戒
区
域
に
関

す
る
認
知
度
は
約
七
0
%
で
あ
っ
た
。

･
津
波
到
達
時
間
を
知
っ
て
い
る
方
は
約
三
割
で
、
そ

の
内
五
~
一
〇
分
と
答
え
た
方
が
約
半
分
。

･
現
在
の
情
報
媒
体
と
し
て
は
、多
い
方
か
ら
ラ
ジ
オ
、

携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
、
V
I
C
S
対
応
カ
ー
ナ
ビ
の

瞳
な

･
情
報
入
手
の
媒
体
と
し
て
は
、
約
九
割
が
ラ
ジ
オ
、

次
い
で
携
帯
電
話
三
割
、
道
路
情
報
板
二
割

(複
数

回
答
)。

･
浸
水
区
域
走
行
を
想
定
し
た
場
合
、
約
六
割
は
車
で

避
難
し
、
そ
の
時
に
欲
し
い
情
報
は
、
避
難
場
所
と

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
と
時
間
。

･
回
答
者
の
九
五
%
が
避
難
誘
導
シ
ス
テ
ム
設
置
が
必

要
と
回
答
し
た
。

津
波
発
生
時
は

｢車
で
避
難
す
る
｣
と
回
答
し
た
方

が
多
く
、
津
波
到
達
時
間
が
短
い
区
域
で
は
、
最
も
危

険
な
認
識
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判

る
。ま

た
、
情
報
収
集
は
ラ
ジ
オ
が
主
流
で
あ
る
こ
と
が

　
-

図

鬮

、
間

o

ー讓
図 M 津波浸水予測区間表示案



判
っ
た
。

②

津
波
危
険
表
示
板
等
の
設
置

道
路
利
用
者
に
対
し
て
、
津
波
の
危
険
性
が
高
い
区

間
を
知
ら
せ
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
一
般
国
道
四
二

号
の
沿
道
状
況

(市
街
化
地
域
や
海
岸
部
、
急
崖
部
)

等
が
存
在
す
る
自
治
体
を
選
定
し
、
一
般
国
道
四
二
号

に
お
い
て
、
試
験
的
に
津
波
危
険
表
示
板
及
び
海
抜
表

示

(図
中
)
、
津
波
浸
水
予
測
区
間
表
示
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る

(図
制
)。

③

地
震
･
津
波
情
報
伝
達
の
現
状

東
南
海
･
南
海
地
震
は
、
海
溝
付
近
で
発
生
す
る
地

震
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
南
端
の
串
本
で
も
P
波
検
知

等
に
よ
る
地
震
情
報
及
び
津
波
危
険
情
報
を
一
分
以
内

で
道
路
利
用
者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら

ば
、
津
波
の
襲
来
前
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
で
き
る
可

能
性
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
、
気
象
庁
で
は

｢緊
急
地
震
速
報
｣
の
試
験

運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
震
発
生
後
、
約
五
秒
で
地

震
情
報
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
約
三
〇
秒
~
一
分

で
津
波
に
対
す
る
早
期
警
戒
情
報
が
発
信
で
き
る
技
術

が
あ
る
。

ま
た
J
R
で
は
、
｢
ユ
レ
ダ
ス
｣
を
用
い
て
地
震
発

生
後
、
P
波
検
知
か
ら
S
波
到
達
ま
で
の
間
に
送
電
停

止
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る

(地
震
情

報
の
み
)。

今
後
は
、
情
報
通
信
手
法
の
検
討
、
伝
達
情
報
表
現

の
検
討
、
伝
達
す
る
情
報
に
対
す
る
理
解

(啓
蒙
)
等

を
進
め
、
早
期
に
I
T
S
を
活
用
し
た
地
震

･
津
波
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
運
用
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
。

@

管
理
施
設
の
対
策

東
南
海

･
南
海
地
震
お
よ
び
津
波
に
よ
り
、
広
域
か
つ

甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
想
定
さ

れ
る
発
災
後
の
制
約
条
件
下
で
、
実
行
可
能
な
緊
急
対
策

の
検
討
を
行
い
、
事
前
対
策
で
は
、
緊
急
対
策
の
実
施
が

困
難
な
被
害
に
対
し
て
、
被
害
の
低
減
に
繋
が
る
事
前
対

策
工
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
緊
急
対
策
に
お
い
て
も
資
機
材
の
調
達
や
備
蓄

等
、
事
前
に
準
備
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。

事
前
対
策
の
検
討
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
が
挙

げ
ら
れ
る
。

･
地
震
の
力
学
的
特
性
と
設
計
条
件
の
洗
い
出
し
、
耐

震
対
策
と
の
調
整

･
対
象
施
設
の
選
定
と
優
先
順
位

･
各
既
設
施
設
の
設
計
条
件
の
確
認

･
各
種
施
設
に
対
す
る
対
策
工
法
の
検
討

以
上
の
制
約
や
課
題
を
念
頭
に
お
い
て
、
早
急
に
事

前
･
緊
急
対
策
の
工
法
検
討
、
対
策
を
実
施
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

四

お
わ
り
幅

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
大
津
波
は
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
せ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
、
近
く
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
｢東
南
海

･
南
海
地
震
及
び
津
波
｣

に
よ
る
被
害
は
、
広
域
か
つ
甚
大
な
も
の
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
地
震
及
び
津
波
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
予
測

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
各
種
施
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

限
り
、
早
急
に
実
施
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

ま
た
、
ソ
フ
ト

.
ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
し

た
か
ら
万
全
と
い
う
対
策
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

様
々
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い

効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
、
様
々
な

視
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
減
ら
す
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。



特
瓣
/
週
噛
艦
誠
実

週
鷺
鷄
鬮
竃
纜
ジ
ス
テ
箋
◎
薑
人
に
つ
い
て

青
森
県
県
土
整
備
局
道
路
課

中
谷

雄
二

≦

は
じ
め
に

道
路
斜
面
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
風
間
浦
村
易
国

間
地
区

(図
1
)
は
、
本
州
最
北
端
、
青
森
県
下
北
半
島

北
部
に
位
置
し
、
東
は
日
本
三
大
霊
場
恐
山
の
入
口
大
畑

町
に
接
し
、
西
は
本
マ
グ
ロ
で
有
名
な
大
間
町
、
南
に
山

地
を
負
い
、
北
は
北
海
道
恵
山
岬
、
函
館
山
を
望
む
津
軽

海
峡
に
面
し
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
長
く
の
び
る
漁
業
と
観

光
を
基
幹
産
業
と
す
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

国
道
二
七
九
号
は
、
東
西
方
向
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
南
側
斜
面
は
国
道
か
ら
標

高
五
0
~
一
三
0
m
と
急
峻
な
地
形
を
呈
し
、
溶
結
凝
灰

岩
と
言
わ
れ
る
岩
盤
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
形
･
岩
盤
状
況
の
た
め
、
記
録
に
残
る

も
の
で
も
過
去
数
回
国
道
へ
落
石
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

･
昭
和
五
八
年
五
月
!
日
本
海
中
部
地
震
時
で
大
規
模

な
落
石

･
平
成
一
三
年
一
一
月
!
通
行
車
輌
に
落
石
が
直
撃
し

人
身
事
故

(写
真
1
)

,
平
成
一
五
年
五
月
･･ニ
一〇
0
t
級
の
岩
塊
が
国
道
に

落
下

(写
真
2
)

青
森
県
で
は
、
平
成
一
五
年
の
落
石
災
害
を
契
機
と
し

て
、
道
路
管
理
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
落
石
監
視
シ
ス

テ
ム
を
早
期
に
構
築
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。二

斜
面
の
蜆
状
に
つ
い
て

平
成
一
三
年
の
落
石
事
故
以
降
、
落
石
が
発
生
す
る
可

能
性
の
あ
る
区
間
約
二
･
七
如
を
緊
急
に
調
査
を
実
施

し
、
斜
面
の
現
状
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
調
査
の
結

　
　
　

月
落

飴

　　　
平
に

寓
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ズ
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　れ
彦

果
、
落
石
の
発
生
し
た
斜
面
は
、
燧

(ひ
う
ち
)
岳

(標

高
七
人
一
m
、
当
該
地
か
ら
南
へ
五
如
)
火
山
砕
屑
物
か

ら
構
成
さ
れ
、全
体
的
に
緩
く
西
側
に
傾
斜
し
て
い
ま
す
。

山
頂
部

(標
高
九
0
~
一
三
0
m
)
は
写
真
3
、
写
真

4
に
示
し
た
よ
う
に
、
溶
結
凝
灰
岩
が
層
厚
一
0
~
二
0

m
と
崖
を
形
成
し
て
お
り
、
岩
盤
の
割
れ
目
に
沿
っ
て
分

離
･
剥
離
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
節
理

は
凍
結
融
解
や
地
震
な
ど
に
よ
り
ゆ
る
み
、
一
部
で
は
完

全
に
開
口
し
て
い
る
節
理
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
岩
盤
状
況
を
呈
し
て
い
る
箇
所
が
図
1
に
示
し
た
赤
丸

範
囲
で
す
。

斜
面
上
に
は
、
溶
結
凝
灰
岩
の
転
石
や
凝
灰
角
礫
岩
の

浮
石
が
写
真
5
の
よ
う
に
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
状
況

写真 1
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顯
ン
"

機離本部伸縮計･傾斜計

雑
を

下
光

b̂　

で
あ
り
ま
す
。
転
石
の
岩
塊
は
約
各
辺
二
m
~
三
m
程
度

の
大
き
さ
で
あ
り
、
今
後
、
斜
面
の
侵
食
作
用
が
進
行
す

れ
ば
不
安
定
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
岩

盤
状
況
か
ら
落
石
の
危
険
性
が
高
い
箇
所
を
優
先
し
て
写

真
6
に
示
す
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

亘

迩
路
斜
面
監
視
シ
ス
テ
ム
の
概
襲

図
2
･
3
に
示
し
た
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
急

崖
部
等
に
計
器
を
設
け
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
計
測
や
落
石

検
知
を
し
、
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
道
路
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
計
測
部
、
計
測
し
た
情
報
を
関
係
者
に
通
報
す

る
発
信
部
、
通
行
車
両
を
止
め
る
遮
断
部
、
迅
速
な
対
応

を
可
能
と
す
る
た
め
の
道
路
防
災
管
理
連
絡
会
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
各
機
能
を
示
し
ま
す
。

【計
測
部
】

計
測
は
図
1
の
赤
丸
範
囲
を
対
象
に
、
張
力
計

･
伸

縮
計

･
傾
斜
計
･
亀
裂
変
位
計
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

①

張
力
計

(写
真
7
)
は
岩
盤
全
体
の
動
き
を
面
的

3図

写真7

　　　
　
　
　

き
ゞ
‘真

、くみ
を

ふ
し写



に
捉
え
、
ロ
ー
ブ
を
岩
盤
に
接
す
る
よ
う
に
水
平
･

え
ま
す
。

垂
直
に
数
m
間
隔
で
設
置
し
、
初
期
張
力
を
ロ
ー
ブ

②

伸
縮
計

(写
真
8
)
･
傾
斜
計

(写
真
9
)
･
亀

に
加
え
、
そ
の
張
力
の
増
減
か
ら
岩
盤
の
動
き
を
提

製
変
位
計
は
、
崩
落
の
危
険
性
が
高
い
個
別
岩
塊
に

真
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現在、警報はありません。

ばべ-フ好き手望も聰t衾
図 4

設
置
し
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

③

落
石
検
知
セ
ン
サ
ー
は
、
道
路
山
側
に
設
置
し
て

あ
る
擁
壁
工
の
背
後
に
配
置
し
、
落
石
の
衝
撃
振
動

を
捉
え
、
検
知
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
器
を
デ
ー
タ
収
録
機
器
に
接
続
し
て
デ
ー

タ
収
録
を
行
い
ま
す
。

④

監
視
カ
メ
ラ

(写
真
ゆ
)
道
路
状
況
を
把
握
し
、

通
信
部
に
伝
達
し
ま
す
。

【発
信
部
】

セ
ン
サ
ー
か
ら
集
ま
っ
た
計
測
デ
ー
タ
は
、
現
地
に

あ
る
観
測
本
部
に
送
ら
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
動
解

析
を
行
い
、
む
つ
下
北
合
併
協
議
会
が
事
業
を
進
め
て

い
る
下
北
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
通
じ
て
、
風
間
浦
村
役
場
や
県
の
出

先
事
務
所
に
配
信
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
路
利
用
者
に

向
け
て
も
情
報
配
信

(図
4
)
を
行
う
予
定
で
す
。

【遮
断
部
】

閾
値

(し
き
い
ち
)
を
越
え
、
危
険
性
が
高
ま
っ
た

場
合
は
、
現
地
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
遮
断
機

四
基

(写
真
刊
)
を
降
ろ
す
と
と
も
に
、
自
動
通
報
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
て
関
係
機
関
に
対
し
緊
急
通
報
を
発

し
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
情
報
提
供
で
き
る
仕
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【道
路
防
災
管
理
連
絡
会
】

緊
急
時
の
対
応
方
法
は
、
道
路
防
災
管
理
連
絡
会



(む
つ
県
土
整
備
事
務
所

･
風
間
浦
村
役
場

･
大
間
警

察
署

･
風
間
浦
消
防
署

･
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
で
検

討
･
協
議
さ
れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ま
と
め
、
関
係
者
に

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
絡
会
は
道
路

難ヲ薦薄雲むつ蝉±鸚嫡事務所 2004年8月(NO.]繊麗壽騨壽湖　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
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の本年7月砲日にスクーlしず~r圃越279鯵淺
鴎鰭袰蜑脛姿鯰会メム幼去度々稀古が発生して
ゐた豊的消す↑辞世約~築雫岡の科孟対策工事や
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
ゾと銑廷て.越筋管理者である匁とIね況の轌さ
んとの望5円八トグルンれのIA特に農小〈潴餐
崎栞の陰力許剥奪鮎〈ことを目劣とするもので仇

　　　　　　　 　 　 　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の

道
路
防
災
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
さ
せ
る
た
め
、
定
期

的
に
現
地
訓
練
や
、
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス

(図
5
)
を
発

行
す
る
な
ど
し
て
不
測
の
事
態
に
備
え
た
体
制
強
化
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

四

お
わ
り
に

こ
の
た
び
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
っ
て
、
現
状
斜
面
の

危
険
な
状
況
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
そ
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
斜
面
の
監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
迅
速
な

情
報
収
集
伝
達
を
行
う
こ
と
で
、
落
石
に
よ
る
事
故
の
未

然
防
止
･
回
避
、
災
害
時
の
共
助
に
よ
る
早
急
な
通
行
再

開
を
図
る
た
め
の
道
路
防
災
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て

は
、
危
険
性
が
高
ま
っ
て
き
た
と
判
断
す
る
閾
値
設
定
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
行
政
機
関
で
も
多
く
の

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
が
、
各
岩
盤
の

特
性
に
よ
り
定
ま
っ
た
も
の
が
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
観
測

デ
ー
タ
に
よ
り
確
定
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
県
に
は
当
該
区
間
以
外
に
多
く
の
落
石
危

険
箇
所
が
あ
り
、
｢安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
交
通

の
確
保
｣
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
早
急
な
恒

久
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
整
備
促
進

に
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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特
簾
/
週
離
艦
騙
爽

蓬
衞
蕊
蠣
ジ
ヌ
弄
箋
に
つ
い
て

群
馬
県
県
土
整
備
局
道
路
企
画
管
理
課

田
島
~

雅
一貴

　

　
　
　
　
　

群
馬
県
で
は
、
I
T
S

(
甘
言
--信
の
口
[
炉
D口
のせ
o
ヨ

のち
言
ヨ
ニ
局
度
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
)
と
し
て
走
行
支
援

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
走
行
支
援
シ
ス

テ
ム
は
、
群
馬
県
に
お
け
る
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
等

の
道
路
管
理
業
務
に
お
け
る

｢規
制
業
務
の
改
善
｣
｢効

果
的
な
情
報
提
供
｣
｢関
係
機
関
と
の
連
携
｣
を
図
る
た

め
、
気
象
、
路
面
状
況
、
規
制

(及
び
解
除
)
状
況
な
ど

を
関
係
道
路
管
理
者
間
で
共
有
す
る
と
と
も
に
迅
速
か
つ

的
確
に
道
路
利
用
者
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

円
滑
で
安
全
な
道
路
交
通
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

三

導
入
の
経
緯

国
道
二
五
四
号
及
び
国
道
一
八
号
(バ
イ
パ
ス
、旧
道
)、

上
信
越
自
動
車
道
は
群
馬
県
の
西
部
に
位
置
す
る
富
岡
、

安
中
、
藤
岡
地
域
を
通
過
し
、
関
東
地
域
と
上
信
越
地
域

の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
地
域
生
活
や
産
業

な
ど
を
支
え
る
交
通
基
盤
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
平
成
一
〇
年
及
び
平
成

=

年
度
と
弓
き
続

き
広
域
的
な
豪
雨
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
時
に
通
行
規
制
を

実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
関
東
~
上
信
越
地
域
の
道

路
交
通
が
全
面
途
絶
す
る
と
と
も
に
地
域
交
通
に
著
し
い

支
障
と
危
険
が
生
じ
、
莫
大
な
経
済
的
損
失
、
道
路
利
用

者
に
多
大
な
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
平
成
三
一年
度
よ
り
道
路
利
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＼
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＼

門

--,、

　

　　
　

断
ち｣

　
　　

　
　
　

　　

‘′′"勢;
-~

　

　　　

　
　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

‐′

＼

上

　

　
　　　

　

　
　

　

　

　

　

枚
‐
~を

　
　
　

図 1 規制実施路線



表 1 異常気象時の通行規制における問題点

規制業務の区分 問 題 点

規制実施直後 ･他の土木事務所が管轄している関連路線の規制事前情報が不足しているために、開い合わ

せに混乱がきたしている。

･他の道路管理者への電話連絡に多くの時間を要する。

･関係機関から他の機関への情報提供が円滑に行われていない。

･通行止めゲートでは、情報が乏しくドライバーに対して迂回路などの対応ができない。

･道路利用者に気象情報、通行規制情報が十分に伝達されていない。

規制解除準備 ･通行止めゲート前で待機する道路秀明l者に、通行規制解除時間に関する情報、他の路線の

規制解除情報が十分に提供されていない。

1 通行規制時の連携不足により、情報の伝達 ･入手が困難な状況である。

2 . 周辺の規制状況が把握できず、道路利用者に十分な情報提供ができない状況である。

亘

問
題
点
の
抽
出

異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
時
に
お
い
て
、
表
の
よ
う
な

問
題
が
生
じ
て
い
る

(表
1
)。

り 3 を を 2 略 に 1 設 ス 間 道

　　　 　　　　 　　　　 　　　 　 　　 　 　
　　 　　　 　　　 　　 　　　　　
　　 　　 　 　 　　 　　　 　 　

~ □ 占 冨

用
者
の
利
用
円
滑
化
、
管
理
者
の
規
制
業
務
の
負
荷
軽
減

を
図
る
た
め
、
規
制
業
務
の
課
題
、
効
率
化
策
の
検
討
を

こ
れ
ら
の
問
題
点
の
解
決
を
図
る
た
め
、
走
行
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
次
の
と
お
り
、
三
つ
の
課
題
を

道
路
利
用
の
可
否
に
関
す
る
情
報
を
広
範
囲
に
利
用
者

に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
利
用
者
の
合
理
的
な
経

路
選
択
を
促
す
。

道
路
管
理
者
と
し
て
、
効
率
的
で
効
果
的
な
規
制
業
務

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
通
行
の
安
全
性
、
利
便
性

関
係
す
る
道
路
管
理
者
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
情
報
を
提
供
す
る
。

に
よ

　　 　　　　　　 　　　　　



表 2 走行支援システムの機能の決定

走行支援システム導入に向けての基本方針
方針 l :国土交通省高崎河川国道事務所と連携し、県庁においては、県内全域の規制に関する情報を統括 ･管理し、

県内の規制状況を瞬時に把握できるものとする。
方針 2 :雨量などの気象状況に基づき交通規制を支援するシステムとする。
方針 3 ;土木事務所が事前通行規制をするにあたり関係機関への連絡を提案する支援機能を整備する。

①道路情報提供装置制御機
･通行規制開始 / 解除判断、 及び迂回路選定の結果に基づき道路情報提供装置への表示内容を提示する。
･道路情報提供装置の表示パターンを選択して制御する。

②通行規制状況把握機能
･通行規制の実施状況を表示する。
･周辺の規制状況を地図上に表示する。

③気象状況表示機能
･群馬県の雨量情報等の気象状況を表示する。
･連続雨量をグラフに表示する。

④ 状況監視支援機能
▲周辺の気象状況を常時監視し、 通行規制を行うべきかどうかの判断材料を道路管理者に伝達する。

⑤ 迂回路選定支援機能
･各路線の通行規制の状況や降雨状況により迂回路を選定し表示する。
･規制時に通行可能なルートを図示する。

通
行
規
制
区
間
は
複
数
の
土
木
事
務
所
で
管
理
し
て
お

り
、
円
滑
な
迂
回
を
促
す
た
め
に
は
、
各
土
木
事
務
所
間

で
情
報
を
共
有

･
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
と
し
て

情
報
収
集

･
情
報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
て
い
く
う
え

で
、
県
庁
に
M
C
を
設
置
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
共

有

,
連
携
す
べ
き
土
木
事
務
所
を
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
し
、
そ

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
土
木
事
務
所
に
M
C
を
設
置
す
る
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
の
方
針

有 で 情 で り 2 1 の
盂

走
行
夏
搬
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
決
定

こ
れ
ら
の
課
題
に
基
づ
き
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
ど
の

よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
か
検
討
を
行
い
次
の
五
つ

の
機
能
を
決
定
し
た

(表
2
、
図
3
、
表
3
)。

穴

シ
ス
テ
ム
導
入
に
蕊
た
っ
て
の
問
題
点
、

解
決
着
溝
及
び
縞
黒

②

県
庁
か
ら
土
木
事
務
所
間
の
デ
ー
タ
通
信
に
あ
た

り
専
用
回
線
の
通
信
料
が
多
大
に
な
る
。

ゞ 情 で り 2 1 の よ、そ 搬青 、 通 (1) ② ① 穴 臘 漏 盂
題 の 庁　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

①

道
路
情
報
提
供
装
置
の
制
御
を
一
極
集
中
し
て
県

庁
で
行
う
場
合
、
M
C

(
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
)

の
負
荷
が
集
中
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
に
問



1

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
慮
し
て
、
通
行
規
制

の
情
報
提
供
で
連
携
が
必
要
な
区
域
を
一
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
す
る
。

2

ブ
ロ
ッ
ク
分
け
は
、
気
象
条
件
が
類
似
す
る
気

象
台
の
発
表
区
域
を
考
慮
す
る
。

、

情

報

の

提

供

祿

供

3

道
路
情
報
提
供
装
置
の
表
示
操
作
の
開
始
か
ら

提

表
示
完
了
ま
で
の
時
間
的
な
条
件
に
よ
り
、
ブ
ロ

ッ
ク
内
の
道
路
情
報
提
供
装
置
の
数
を
勘
案
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。

4

道
路
情
報
提
供
装
置
の
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

　

　

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　　
　

　

現
示

。

内

設
置
す
る
土
木
事
務
所
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な

図 2 通行規制業務のフローと走行支援システムの支援内容

い
程
度
の
道
路
情
報
提
供
装
置
と
な
る
よ
う
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。

　　
　　

　

　

き
ふ

を

〉

讓

鮫蝦

蕪
0
そ
加
髪

鷲

降

り
に
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
を

ゞ

援

行
う

(図
4
)。

二

島

#
テ

①

富
岡
、
安
中
、
藤
岡

"長
野
県
と
の
連
絡
路
線
を

管
轄

②

沼
田
、
前
橋
、
桐
生

…栃
木
県
と
の
連
絡
路
線
を

管
轄

③

中
之
条
、
高
崎
、
渋
川

"長
野
県
と
の
連
絡
路
線

を
管
轄

②

問
題
点
②
に
つ
い
て

デ
ー
タ
通
信
に
あ
た
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
を
図

る
た
め
、
専
用
回
線
を
見
込
ん
で
い
た
が
一
つ
の
土
木
事

務
所
あ
た
り
通
信
料
が
約
一
〇
〇
万

(円
/
年
)
が
か
か

る
。
群
馬
県
は
三
一土
木
事
務
所
が
あ
り
、
す
べ
て
の
土

職務
事前通行擬制区間

通行規制業務

通行規制業務は、雨量や道路の状況等の情報収集を行い、規制実施を判断し、現地要員への

指示や、道路利用者への情報提供 (情報板の操作等)、関係機関への連絡を行う。

システムの支援内容

システムは 雨量の状況表示や各路線の規制状況の表示、通行規制実施の支援メッセージ、

情報板操作の支援メッセージと操作、関係機関への連絡を支援する。
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表 3 走行支援システムの機能

システム機能と画面 機 能

①通行規制状況把握機能
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木
事
務
所
と
連
携
が
完
了
す
る
と
年
間
約
一
、
二
〇
0
万

円
の
通
信
料
が
発
生
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
防
災
無
線
を
利
用
し
た
県
庁
~
土
木
事

務
所
間
の
デ
ー
タ
通
信
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
初
期
投
資
約
二
〇
〇
万
円
の
み
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
か
か
ら
な
い
防
災
無
線
を
使
用
す
る
方
法
に
変
更

偽r
、

*

%
′

　
　
　
　　　　

　

ノ

ギ
　

　

　
　　
　き

　
　
　　

　　
　　
　　

し
た
。

七

現
時
点
で
の
評
価
及
び
改
善
点

平
成
一
六
年
度
に
県
庁
と
富
岡
、
安
中
土
木
事
務
所
が

接
続
さ
れ
、
試
験
運
用
し
て
い
る
が
、
道
路
管
理
業
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
た
面
が
あ
る
も
の
の
、
職
員
誰
で
も
使

え
る
よ
う
に
操
作
の
分
か
り
や
す
さ
や
見
や
す
さ
等
ソ
フ

ト
面
の
課
題
が
残
さ
れ
た
。

ま
た
、
合
同
庁
舎
に
あ
る
土
木
事
務
所
に
お
い
て
は
、

防
災
無
線
の
利
用
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
縮
減
が
図
れ
て
い
る

が
、
単
独
の
土
木
事
務
所
及
び
山
間
部
の
事
業
所
に
つ
い

て
は
防
災
無
線
が
未
設
置
の
た
め
、
N
T
T
専
用
線
を
敷

設
し
て
通
信
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
通
信
費
用

が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

他
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
平
成
一
六
年
度
に
国
土

交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
接
続

図

し
て
試
験
運
用
を
は
じ
め
、
平
成
-
七
年
度
か
ら
本
格
運

け

用
を
予
定
し
て
い
る
。

笏
広
域
的
に
シ
ス
テ
ム
が
拡
張
し
て
い
く
の
に
伴
い
、
セ

翫
キ
ユ
リ
テ
イ
及
び
老
朽
化
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
対
策
に

ブ

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

今
後
は
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
や
携
帯
端
末
で
道
路
利
用
者

図

へ
の
情
報
提
供
へ
反
映
し
て
い
き
た
い
。

璽



特
瓣
/
道
路
焉
胱
築

週
囃
･
河
卿
篭
霊
纜
纜
榊
シ
ス
テ
ム
◎

構
築
に
つ
い
で

I
災
害
に
強
い
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し
て
-

名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
主
幹

(企
画
)

=

は
じ
め
に

名
古
屋
市
で
は
、
平
成
三
一年
に
未
曾
有
の

｢東
海
豪

雨
｣
を
経
験
し
た
こ
と
や
、
平
成
一
四
年
に

｢東
海
地
震

に
係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
｣
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
防
災
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
ハ
ー
ド
整
備

と
あ
わ
せ
ソ
フ
ト
面

(情
報
化
)
に
つ
い
て
も
整
備
を
進

め
て
い
る
。

緑
政
土
木
局
は
道
路
･
河
川
･
緑
地
及
び
農
政
に
関
す

る
施
設
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
道
路
の
管
理
延
長
は
、

六
、
一
人
三
踊
に
達
す
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の
情
報
収

集
は
発
災
直
後
、復
旧
時
に
お
い
て
重
要
な
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
局
に
お
い
て
は
平
成
一
五

年
度
よ
り

｢道
路
･
河
川
等
監
視
情
報
シ
ス
テ
ム
｣
の
整

備
に
着
手
し
て
い
る
。

本
シ
ス
テ
ム
は
本
市
の

｢電
子
市
役
所
構
想
｣
に
よ
り

本
市
独
自
で
整
備
さ
れ
る
完
全
地
下
埋
設
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
根
幹
に
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
延

伸
す
る
形
で
本
市
各
区
に
設
置
さ
れ
る
土
木
事
務
所
へ
緑

政
土
木
局
独
自
で
完
全
地
下
埋
設
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
シ
ス
テ
ム
の
情
報
基
盤
と
し
て
い

る
oま

た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
成
と
し
て
情
報
の
分
散
化
を

図
る
設
計
と
し
、
災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
破
綻
や
、
施
設
や
シ
ス
テ
ム
が
破
壊
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
も
稼
働
可
能
な
機
器
が
単
独
で
稼
働
し
、
情
報
を
収

集
、
配
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
確
保
を
第
一
に
整

備
を
行

っ
て
い
る
。

収
集
さ
れ
る
情
報
は
、
カ
メ
ラ
映
像
や
水
位
セ
ン
サ
ー

で
構
成
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
に
加
え
、
国
や
県
で
整
備
さ
れ
る
防
災

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
情
報
も
名
古
屋
市
へ
の
接
続
等
を

行
い
、
共
有
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
現
在
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

近
年
の
シ
ス
テ
ム
整
備
は
技
術
革
新
に
あ
わ
せ
、
最
新

の
技
術
を
既
存
の
設
計
に
い
か
に
取
り
入
れ
、
安
価
に
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

本
稿
で
は
平
成
一
三
年
か
ら
着
手
し
た
本
シ
ス
テ
ム
の

設
計
か
ら
、
現
在
の
構
築
に
至
る
ま
で
の
検
討
事
項
や
シ

ス
テ
ム
概
要
と
I
T
担
当
技
師
の
創
意
工
夫
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
コ
ス
ト
の
削
減
状
況
を
紹
介
す
る
。

二

防
災
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
検
討

本
シ
ス
テ
ム
は
構
築
に
先
駆
け
、
平
成
一
三
年
度
か
ら

野
口

好
夫



シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
に
着
手
し
、
現
在
、
構
築
中
に
お

と
を
目
的
に

｢電
子
市
役
所
構
想
｣
の
検
討
が
始
め
ら
れ

い
て
も
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
検
討
を
続
け
て
い
る
。

て
お
り
、
こ
の
構
想
で
整
備
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ

○
検
討
課
題

ト
ワ
ー
ク

基
仝

、↓
フ
ァ
イ
ゞ
!
罔

ヌ
ー

を
良

･
災
害
時
に
稼
働
不
良
と
な
っ
た
部
分
を
切
り
捨
て
、

個
々
の
拠
点
単
位
で
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
で
き
る
こ
と

･
大
量
の
ア
ク
セ
ス
時
に
破
綻
し
な
い
こ
と

･
汎
用
端
末
の
画
面
内
で
分
割
表
示
を
し
、
複
数
の
情

報
を
同
時
表
示
す
る
こ
と

･
利
用
者
が
必
要
な
情
報
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
情
報
を
セ
ッ
ト
と
し
て
表
示
す
る
こ
と

･
庁
内
に
複
数
あ
る
防
災
シ
ス
テ
ム
を
一
つ
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
情
報
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

･
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
を
安
価
に
抑
え
る
こ
と

1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討

平
成
一
三
年
度
に
シ
ス
テ
ム
設
計
に
着
手
し
た
当
時
の

情
報
基
盤
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
民
生
用
の
専
用
線

(六
四
助
)
で
あ
り
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
含
め
た
メ
ー
ル

を
庁
舎
間
で
送
受
信
す
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
、
情
報
を
滞
留
無
く
送
受
信
す
る

事
を
可
能
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
か
ら

検
討
を
開
始
し
た
。

期
を
同
じ
く
し
て
本
市
で
は
高
度
情
報
通
信
社
会
に
対

応
し
、
申
請
･
届
出
･
調
達
手
続
や
市
政
情
報
の
入
手
な

ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単
に
で
き
る
よ
う
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
内
部
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ

て
お
り
、
こ
の
構
想
で
整
備
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

(基
幹
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
)
(図
-
)
を
根

幹
に
、
緑
政
土
木
局
所
管
の
各
区
土
木
事
務
所
と
情
報
を

収
集
す
る
観
測
施
設
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

(ア
ク
セ
ス
系

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
)
(図
2
)
を
整
備
す
る
設
計
を
行
っ

所
　
　

蕊

、

所

メ

　
　　
　

　

　
　
　

　

基本的な考え方 メ I

◎災害に強い情報涌信綱の整備 e
◎区役所･支所までの基幹網を也下鉄、下 ◎
水道等を利用した光ファイバーで整備中 ◎

◎その他は無綿や民間の利用を含め暇鬘寸 ◎

図 1 全庁ネットワーク整備イメージ

e地崗轆設のため災害に強い
◎セキュリティ面の信頼性が高い
◎通信料金が民間よ明言刑
◎大容量伝送が可能

　
　
ァ

鰓

た
。こ

れ
ら
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
は
計
画
段
階
か
ら
耐
災
害

性
の
観
点
か
ら
、
全
て
地
下
埋
設
と
す
る
こ
と
と
し
て
設

計
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
整
備
を
進
め

て
い
る
。
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2

シ
ス
テ
ム
構
成
の
検
討

(機
器
構
成
)

当
初
設
計
の
機
器
構
成
は
一
般
的
な
シ
ス
テ
ム
構
成
で

あ
り
、
観
測
施
設
か
ら
の
情
報
を
情
報
セ
ン
タ
ー
に
集
約

(
一
局
集
中
管
理
方
式
)
し
、
そ
の
情
報
を
利
用
者
が
閲

覧
す
る
シ
ス
テ
ム
構
成
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
構

成
で
は
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
綻
や
電
源

設
備
の
破
壊
に
よ
り
他
の
拠
点
施
設
に
被
害
が
及
ば
な
か

っ
た
場
合
に
お
い
て
も
情
報
の
収
集

･
閲
覧
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
被
災
を
逃
れ
た
施
設
単
位
で
情
報
の
収

集

･
閲
覧
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
機
器
構
成
の

検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
情
報
機
器
の
装
置
台
数
は
拠
点
数
に
あ
わ

せ
て
増
え
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
被
災
時
に
稼
働
が
可
能

な
施
設
に
お
い
て
は
情
報
が
収
集
･
閲
覧
で
き
る
環
境
に

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

情
報
装
置
の
台
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
機
器
や
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
る
費
用
も
増
大
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
た
が
、
各
機
器
の
汎
用
化
、
価
格
の
低
廉
化
に
助

け
ら
れ
た
と
共
に
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
か
か
る
部
分
を
で

き
る
限
り
減
ら
し
汎
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(パ
ッ
ケ
ー

ジ
商
品
)
を
多
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
備
費
を
大

き
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
の
検
討
に
担
当
技
師

の
I
T
へ
の
こ
だ
わ
り
、
突
っ
込
み
の
深
さ
が
発
揮
さ
れ

た
。

3

情
報
表
示
機
能
検
討

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

際
、
設
計
者
が
特
に
注
意
を
払
う
の
が
情
報
の
ト
ラ
フ
ィ

ッ
ク
制
御

(利
用
者
制
御
)
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
目
的
に
特
定
の
防
災

用
端
末
の
み
で
の
情
報
閲
覧
環
境
を
整
備
す
る
の
で
は
な

く
、
職
員
が
普
段
利
用
す
る
汎
用
端
末
に
お
い
て
防
災
情

報
を
閲
覧
可
能
な
環
境
に
整
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
他
に
も
検
討
課
題
が
複
数
あ
り
、
情
報
の
表

示
機
能
に
は
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

当
局
の
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
汎
用
端
末
の

台
数
は
一
、
0
0
0
台
を
超
え
、
こ
れ
ら
の
端
末
の
ア
ク

セ
ス
制
限
を
集
中
的
に
サ
ー
バ
ー
で
管
理
す
る
こ
と
は
機

能
分
散
に
よ
る
耐
災
害
性
の
向
上
を
検
討
し
た
場
合
不
可

能
で
あ
り
、
全
て
同
じ
権
限
で
情
報
を
閲
覧
さ
せ
る
た
め

に
は
相
当
数
の
設
備
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
を
ま
と
も
に
や
る
と
投
資
設
備
の
規
模
が
か
な
り

大
き
な
も
の
に
な
る
と
共
に
、
端
末
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ

れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
も
膨
大
な
も

の
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
以
下
の
よ
う
な

項
目
を
検
討
し
た
。

○
検
討
課
題

･
安
価
に
抑
え
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と

･
フ
リ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
可
能
で
あ
る
こ
と

･
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
端
末
利
用

ラネツト

な
ぞ
週
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者
自
身
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
式
で
行
え
る
こ
と

分
割
画
面
表
示
が
可
能
で
あ
る
こ
と

管
理
者
に
よ
り
、
情
報
の
閲
覧
権
限
を
制
限
で
き
る

こ
と

情
報
を
セ
ッ
ト
単
位
に
構
成
表
示
で
き
る
こ
と

.
ウ
ェ
ブ
タ
イ
プ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
利
用
で
き
る
こ

1と
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(図
3
)
を
委
託
設
計
が
進
め
ら
れ
る
中
で
調
査
し
、
稼

働
確
認
の
作
業
を
行
っ
た
。

亘

防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
着
筆

本
シ
ス
テ
ム
は
二
ヵ
年
の
基
本
設
計
と
詳
細
設
計
を
経

て
平
成
一
五
年
度
よ
り
整
備
に
着
手
し
た
。

シ
ス
テ
ム
全
体
の
規
模
は
詳
細
設
計
完
了
時
に
は
一
六

情
報
拠
点
、
数
十
箇
所
の
観
測
点
と
な
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
の
規
模
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
着
手
後

四
ヵ
年
を
第
一
期
整
備
と
位
置
づ
け
、
拠
点
間
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
整
備
と
情
報
収
集
拠
点
、
優
先
度
の
高
い
観
測

点
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
当
初
設
計
で
は
拠
点
･
観
測
点
間
に
お
い
て
も

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
を
計
画
し
た
が
、
整
備
費
、
工
期

と
も
に
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
影
響

を
受
け
に
く
い
無
線
通
信
網
に
よ
る
整
備
を
考
え
、
P
H

s
通
信
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
平
成
一
五
年
か
ら
一
七
年

の
三
ヵ
年
で
整
備
を
行
う
計
画
を
立
て
、
平
成
一
六
年
度

末
ま
で
に
、
一
六
拠
点
中
三
一拠
点
の
整
備
を
完
了
す
る
。

こ
れ
ら
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
独
自
に

敷
設
す
る
も
の
や
共
同
溝
、
地
下
鉄
網
、
下
水
道
管
路
、

民
間
埋
設
管
路
等
を
活
用
し
、
整
備
費
、
工
期
と
も
に
圧

縮
が
図
れ
る
よ
う
、
路
線
ご
と
に
最
適
な
手
段
を
選
択
し

敷
設
し
て
い
る
。

2

シ
ス
テ
ム
の
構
築

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
コ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
着
手
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は

市
販
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
と
な
っ
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
形
で
構
築
す
る
た
め
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
し
、
そ
れ
を
本
市
に
対
応
す
る
形
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
作
業
と
な
る
。

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
は
、
｢閲
覧
用

の
表
示
系
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
｣
と

｢閲
覧
制
御
情
報
を

管
理
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
｣
｢情
報
を
視
覚
的

(地

図
上
)
に
表
示
す
る
画
面
を
作
成
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
｣
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
選
択
し
た
基

本
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ほ
と
ん
ど
網

羅
さ
れ
て
お
り
、
短
期
間
で
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
の
は
構
築
後
、
特

定
の
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
が
保
守
す
る
こ
と
を
最
大
限
抑

え
る
た
め
に
ア
ク
セ
ス
制
御
や
入
力
、
情
報
表
示
画
面
の

修
正
な
ど
を
担
当
者
で
行
え
る
よ
う
管
理
者
用
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
画
面
の
作
成
の
み
を
行
っ
た
。

こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
四
画
面
の
マ
ル

チ
画
面
表
示
と
ア
ク
セ
ス
制
御
を
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
で
行

い
な
が
ら
も
、
セ
ン
タ
ー
機
器
に
障
害

(故
障
、
破
損
、

通
信
障
害
)
が
発
生
し
た
場
合
に
は
各
個
人
の
端
末
に
ア

ク
セ
ス
情
報
を
記
憶
し
て
お
り
、
前
回
利
用
し
た
環
境
で
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ア
ク
セ
ス
制
御
が
働
き
、
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
と
の
接
続
が

ら
取
り
寄
せ
決
定
に
至
っ
た
。

不
可
能
な
状
態
で
も
権
限
に
基
づ
き
情
報
を
取
得
で
き
る

も
と
も
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
い
う
大
容
量
の
通
信
網
を

こ
と
で
あ
る
。

想
定
し
た
収
集
情
報
の
設
計
は
、
六
四
K
b
p
s
と
い
う

ま
た
、
四
画
面
に
表
示
さ
れ
る
個
々
の
情
報
は
そ
れ
ぞ

非
常
に
細
い
回
線
で
の
設
計
へ
と
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

れ
、
個
別
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
接
続
し
て
お
り

(図
4
)、

た
が
、
こ
れ
も
技
術
の
進
歩
に
よ
り
モ
ー
シ
ョ
ン
J
P
E

一
つ
の
端
末
で
既
存
シ
ス
テ
ム
の
集
約
や
改
修
を
行
う
こ

G
や
M
P
E
G
4
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
方
式
を
活
用
し

と
な
く
情
報
を
集
約
表
示
で
き
る
と
と
も
に
、
ア
ク
セ
ス

た
施
設
監
視
に
必
要
な
レ
ベ
ル
の
情
報
を
取
得
す
る
こ
と

ま
た
、
四
画
面
に
表
示
さ
れ
る
個
々
の
情
報
は
そ
れ
ぞ

れ
、
個
別
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
接
続
し
て
お
り

(図
4
)、

一
つ
の
端
末
で
既
存
シ
ス
テ
ム
の
集
約
や
改
修
を
行
う
こ

と
な
く
情
報
を
集
約
表
示
で
き
る
と
と
も
に
、
ア
ク
セ
ス

の
集
中
を
防
ぐ
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

図 5 観測施設設置例

収容ボックス

3

観
測
施
設
の
構
築

当
初
の
設
計
で
は
観
測
施
設
ま
で
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に

よ
り
接
続
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
整
備
費
や
工
期
の
圧

縮
等
の
理
由
か
ら
P
H
S
通
信
へ
と
変
更
し
た
。

P
H
s
通
信
を
選
択
す
る
ま
で
に
は
、
過
去
の
災
害
時

に
通
信
規
制
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
通
信
不
能
に

な
っ
た
経
緯
が
無
い
か
な
ど
の
資
料
を
通
信
事
業
者
等
か

　

　

　

　
　　

　

　

　
　
　　

　
　
　

　

　　
　

　

ア

.轟
き
議
*

道

WANポート Ethernetボート弐

　　　　　　　　　

と電柱 l電柱 照明輔導議す工ン開き襲爵朧げ"サーバゞ

　　　
　　

　　　　　　　　
　　　

　
　　

　エンコーダ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　　
　
　
　

･

縮

図

を
可
能
と
す
る
機
器
が
流
通
し
た
事
に
よ
り
、
本
来
求
め

て
い
た
情
報
に
近
い
も
の
を
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

観
測
施
設

(図
5
)
は
、
シ
ス
テ
ム
の
名
称
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
道
路
や
河
川
を
中
心
と
し
、
施
設
管
理
に

必
要
な
要
所

(図
6
)
に
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

都
心
部
の
道
路
へ
の
カ
メ
ラ
設
置
に
関
し
て
は
、
交
通
管

理
者
と
の
調
整
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
、
観
測
施

設
整
備
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
へ
の
カ
メ
ラ
の
設
置
は
交
通
流
の
監
視
に
つ
な
が

る
と
い
う
見
解
か
ら
、
交
通
管
理
者
が
設
置
す
る
カ
メ
ラ

と
の
重
複
投
資
や
交
通
管
理
者
と
の
職
務
の
重
複
な
ど
の

理
由
で
設
置
協
議
が
進
ま
な
い
場
合
も
あ
り
、
今
後
、
都

心
部
で
の
映
像
情
報
に
よ
る
施
設
監
視
を
ど
う
構
築
す
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

4

他
機
関
と
の
情
報
共
有
環
境
の
構
築

平
成
三
一年
の
東
海
豪
雨
以
降
、
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
で
は
国
や
県
に
よ
り
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
接
続
し
、
情
報

共
有
す
る
こ
と
が
災
害
時
の
対
応
や
、
設
備
投
資
の
面
に

お
い
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
一
六
年
度
よ
り
他
機
関
と
の
情
報
の
共
有
に
つ
い
て

も
検
討
を
開
始
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
の
基
本
方
針
と
し
て
の
、
職
員
が
日
常
業

務
で
利
用
す
る
汎
用
端
末
で
情
報
を
収
集
、
閲
覧
す
る
こ



と
を
可
能
と
す
る
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
、
庁
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
他
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
接
続
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
り
、
本
市
の
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
行
政
事

務
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
他
機
関
の
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
の
大
き

く
違
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
接
続
す
る
手
法
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
が
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
一
つ
の
答
え
に
た
ど

り
着
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
他
機
関
で
収
集
さ
れ
た
映
像
情
報
の
取
り
込
み

に
限
っ
て
は

一
度
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

(デ
コ
ー
ド
)
に
戻

す
こ
と
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
切
断
し
、
再
度
デ
ジ
タ

ル
情
報
に
変
換

(エ
ン
コ
ー
ド
)
す
る
事
で
本
市
の
ネ
ッ

本市ネットワーク

南　　

他機関映像システム

ク
ノー

ト
‐

ワト

ム

ツ

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

ワーク接続イメージ図

ト
ワ
ー
ク
に
取
り
込
む
と
い
う
方
法
で
あ
る

(図
7
)。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
は
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
送
る
ケ
ー
ブ
ル
で

接
続
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
度
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド
レ
ス
を
付

さ
れ
た
情
報
を
ア
ナ
ロ
グ
に
戻
す
こ
と
に
よ
り
他
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド
レ
ス
を
削
除
し
た
情
報
に
し
、
さ
ら

に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
ち
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ド
レ
ス
を
付
す
と
い
う
型
式
と
な
る
た
め
、
デ
ー
タ

変
換
に
関
す
る
機
器
の
数
量
が
増
え
る
と
い
う
弱
点
は
あ

る
が
職
員
は
庁
内
ど
こ
か
ら
で
も
他
機
関
の
情
報
を
防
災

時
に
汎
用
端
末
で
取
得
で
き
る
環
境
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
言
う
他
機
関
と
は
、
国
、
県
の
河
川
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

本
シ
ス
テ
ム
の
計
画
か
ら
現
在
の
整
備
に
至
る
ま
で
を

紹
介
し
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
構
築
し
な
が
ら
も
な
お

仕
様
変
更
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
固
定
さ
れ
た
仕
様
、
規
格
を
持
た
な
い
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
た
経
緯
は
、
被
災
時
に
個
々
の
機
器
が
単

独
で
稼
働
す
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を

｢ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣

｢表
示
系
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
｣
｢観
測
施
設
｣
と
い
う
三

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
設
計
を
行
っ
た
結
果
か
ら
で
あ
る
。

｢ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
は
現
在
想
定
さ
れ
る
も
っ
と
も
大

容
量
の
通
信
を
可
能
と
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
選
択
し
た

こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
内
で
流
通
す
る
情
報
の
制
約
を
軽

減
し
、
｢表
示
系
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
｣
は
既
存
の
シ
ス

テ
ム
の
情
報
を
取
り
込
め
る
よ
う
設
計
し
た
こ
と
か
ら
ウ

ェ
ブ
情
報
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
情
報
で
も
表
示
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
｢観
測
施
設
｣
の
情
報
も
ウ
ェ
ブ
情
報
に
変
換

す
る
こ
と
が
可
能
な
設
計
で
あ
れ
ば
、
今
後
ど
の
よ
う
な

機
器
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
も
表
示
系
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

現
在
も
行
っ
て
い
る
仕
様
や
規
格
の
検
討
の
内
容
は
ウ

ェ
ブ
カ
メ
ラ
の
規
格
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
通
信
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
等
が
、
新
し
い
も
の
に
変
更
さ
れ
る
中
で
、
精

度
が
良
好
で
安
価
な
も
の
を
活
用
し
、
い
か
に
シ
ス
テ
ム

を
拡
充
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
末

に
初
め
て
部
分
稼
働
で
は
あ
る
が
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
本
領
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
る
o

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
い
か
に
安
価
で
効
率
よ
く

正
確
に
防
災
機
関
や
市
民
へ
配
信
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

本
報
告
は
概
要
で
あ
り
説
明
不
足
の
部
分
が
相
当
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
詳
細
の
紹
介
が
必
要
な
方
は
左
記
ま
で

メ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。
き
っ
と
I
T
技
師
の
輪
が
広
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
企
画
経
理
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　　　　
　



『構
え
る
』
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
鬮
げ
た
轢
鱸
券

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

菊
池

雅
彦

囮
令
、
惣
せ

『使
え
る
』
ハ
イ
ウ
玉
イ
か
?

我
が
国
の
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
一
四
、
0
0
0
如
の

計
画
に
対
し
て
、
平
成
一
六
年
四
月
現
在
八
、
五
四
〇
如

(約
六
割
)
が
既
に
開
通
し
ま
し
た
。
一
般
に
、
高
規
格

幹
線
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
専
用
道
路
等

(以
下

｢高
速
道
路
｣
と
い
い
ま
す
。)
は
、
移
動
の
高
速
性
が
確

保
さ
れ
、
一
般
道
路
に
比
べ
て
安
全
で
環
境
負
荷
も
少
な

い
機
能
の
高
い
道
路
で
す
。長
距
離
を
走
行
す
る
交
通
は
、

高
速
道
路
を
利
用
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
安
全
面
や
環
境

面
か
ら
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
1
･
2
)。

し
か
し
、
我
が
国
の
自
動
車
が
高
速
道
路
を
利
用
す
る

割
合

(走
行
台
キ
ロ
ベ
ー
ス
)
を
見
て
み
る
と
、
平
成
一

五
年
度
で
は
約
一
三
%
と
な
っ
て
お
り
、
一
度
に
五
〇
踊

以
上
の
距
離
を
走
行
す
る
、
高
速
道
路
の
潜
在
需
要
と
い

え
る
自
動
車
交
通
が
全
国
各
地
に
二
0
~
三
0
%
程
度
あ

路
が
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ

る
こ
と
や
、
欧
米
諸
国
の
高
速
道
路
を
利
用
す
る
割
合
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
3
･
4
)。

二
0
~
三
0
%
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
高
速
道

高
速
道
路
が
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
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図

高
速
道
路
を
1
と
し
た
時
の
比
率
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高
速
道
路
に
並
行
す
る
一
般
道
路
な
ど
に
お
い
て
渋
滞
、

騒
音
、
交
通
事
故
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
茨
城
県
の
日
立
都
市
圏
で
は
、
朝
夕
の
通
勤

時
間
帯
に
国
道
六
号
や
国
道
二
四
五
号
に
お
い
て
、
通
勤

交
通
や
当
該
地
区
を
通
過
し
て
い
く
交
通
が
集
中
し
、
渋

滞
が
発
生
し
て
い
ま
す

(図
5
)。

ま
た
、
長
野
県
の
木
曽
地
域
で
は
、
中
央
自
動
車
道
を

合
査

割
調

全
国
平
均

の
点

ロ
終

キ
起

沖

縄

台キロに占める走行距離が50km"、との車両の走行台キロの割合
出典 :平成11年度道路交通センサス 起終点調査
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本
イ

:
,

図

降
り
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
国
道
一
九
号
を
走
行
し
て

い
て
、
沿
線
で
は
夜
間
の
騒
音
が
環
境
基
準
を
超
え
て
い

る
地
域
が
多
く
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
も
全
国
平
均

の
二
倍
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
6
)。

ど
ち
ら
の
事
例
に
お
い
て
も
、
並
行
す
る
高
速
道
路
を

も
っ
と
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
問
題
解
決
の
一
つ
の

手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
あ

ツ
鋤
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イ
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る
高
速
道
路
を
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。

二

『使
え
る
』
ハ
イ
ウ
薑
イ
へ
の
提
言

国
土
交
通
省
で
は
、
高
速
道
路
の
有
効
利
用
に
よ
り
、

一
般
道
路
の
渋
滞
や
沿
道
環
境
問
題
な
ど
、
道
路
交
通
全

体
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
の
幅
広
い
提
案
を
い
た
だ
く図 5 高速道路に並行する一般道路の状況 (茨城県 ･日立都市圏)
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号
況

　
　

　

道
行

国
走

は

が

遊ゞ
鴎

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
六
年
七
月
に

｢使
え
る
｣

ハ
イ
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
を
設
立
し
ま
し
た

(表
1
)。
こ

れ
ま
で
五
回
に
わ
た
る
会
議
で
ご
議
論
い
た
だ
き
、
こ
の

5

2

5

1

5

0

リム

｣1

Û

死
者
率
(人
/
億
台
キ
ロ
)

◎交通事故による死者率
(国道19号の沿道では、交通事故の死者数が
全国平均の 2倍)(国道博号の沿道では環境基準を超えている)
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※木曽地域は、 飯田地方生活圏、諏訪伊那地方生活圏 (伊
那 ･駒ヶ根)、松本地方生活圏 (木曽福島)

路に並行する道路の交通安全 ･環境問題 (長野県 ･木曽地域)

　
　

　
　
　
　

　

　

騒
ぬ

ゞ

省

　
　　　
　
　
　

　

骸

等
価
騒
音
レ
ベ
ル
(盤
)

ミ

図

度
、
平
成
一
七
年
二
月
二
日
に
、
推
進
会
議
の
家
田
座
長

(東
京
大
学
大
学
院
教
授
)
か
ら
谷
口
道
路
局
長
へ
提
言

が
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
提
言
の
冒
頭
に
お
い
て
、

今
後
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
政
策
に
対
し
て
大
き
く
二
つ
の
政
策

転
換
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
高
速
道
路
の
最

適
利
用
や
機
能
向
上
に
重
点
を
お
い
た
政
策
へ
の
転
換
、

も
う
一
つ
は
、
高
速
道
路
利
用
者
や
沿
線
住
民
な
ど
社
会

全
体
に
と
っ
て
最
善
と
な
る
高
速
道
路
政
策
へ
の
転
換
で

す
。霊

『使
え
る
』
ハ
イ
ウ
霊
イ
が
目
指
す
社
会

こ
の
提
言
の
中
で
は
、
今
後
の
高
速
道
路
政
策
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
上
手
く

｢使
う
｣
こ
と
に
目
を
向
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
適
利

表 1 ｢使える｣ ハイウェイ推進会議委員
略猟　　

　

員
暗

氏 名 所 属

青山 佳世 観光立国懇談会委員

家田 仁 (座長) 東京大学大学院工学系研究科教授

上村 多恵子 京都経済同友会常任幹事

岡部 正彦 日本経団連 輸送委員会委員長

櫻井 敬子 学習院大学法学部法学科教授

田村 亨 室蘭工業大学建設システム工学科教授

山内 弘隆 一橋大学大学院商学研究科教授



用
や
機
能
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、交
通
事
故
の
削
減
、

渋
滞
の
緩
和
、
環
境
と
の
調
和
、
災
害
時
の
信
頼
性
向
上
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
7
)。

そ
し
て
、
｢使
え
る
｣
ハ
イ
ウ
ェ
イ
政
策

の
実
施
に
よ
り
実
現
す
る
具
体
的
な
社
会

の
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

｢生
活
道
路
の
復
活
｣
、
｢環
境
と
調
和
の
と

｢使える｣ ハイウエイ
約12,oookm

施策による増加 .囲 12,000

l 中 高速道路を使う割合 - 舟 高規格幹線道路整備延長 !
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路
体

上
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金

両
減
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)
般
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能
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害
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一
社

機
の
災
煙

、
、

図　
　
　

　
　
　

　
　
　

域
の
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及
利
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性
速
用

頼
高
利

図 7 ハイウェイ政策のターゲット

の ｢公益｣ の拡大に貢献

今後のハイウェイ政策のターゲット

』
ム目
削
害　　

ツ
る
の

ネ
図
滞

従来のハイウェイ政策のターゲット

[ネットワークを ｢つくる』
･高速道路に全国各地から概ね
1時間以内で到達できるネツ 　

　
　　

ら

　　
　　

　　
　

4I1
ト
ー

れ
た
社
会
｣
、
｢信
頼
性
が
高
く
広
域
移
動
が
容
易
な
豊
か

な
社
会
｣
で
す
。

高
規
格
幹
線
道
路
整
備
延
長

現
在
着
工
中
の
区
間

が
完
成
す
る
と
見
込

ま
れ
る
概
ね
10
年
後

平
成
誌
年
度

平
成
曽
年
度

平
成
13
年
度

図 8 我が国の高速道路の整備と使う割合の見通し

平
成
11
年
度

平
成
9
年
度

平
成
6
年
度

平
成
2
年
度

解

四

『使
え
る
』
ハ
イ
ウ
艦
イ
贓
篤
の
薹
蘂
的

考
え
方

｢使
え
る
｣
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
は
、
①
高
速
道
路
と
一
般
道
路
を
一
体

的
に
捉
え
た
総
合
的
政
策
と
す
る
こ
と
、
②
日
常
生
活
に

も
利
用
さ
れ
る
高
速
道
路
と
す
る
こ
と
、
③
利
用
者
へ
高

度
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
高
速
道
路
と
す
る
こ

と
、
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
観
点

か
ら
は
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

(不
連
続
区
間
)
の
解
消
、

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
政
策
の
実
施
、
I
C
の
最
適
配
置

と
ア
ク
セ
ス
強
化
等
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か

ら
は
、
本
線
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
I
C
、
S
A

･
P
A
の

機
能
向
上
、
物
流
の
効
率
化
等
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

施
策
の
展
開
に
よ
り
、
現
在
の
高
速
道
路
利
用
率
一
三
%

を
、
当
面
の
目
標
で
あ
る
二
0
%
(将
来
的
に
は
三
0
%
)

へ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
8
)。

こ
こ
で
は
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
の
事
例
と
し

て
高
松
自
動
車
道
の
事
例
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
政
策

の
一
つ
と
し
て
高
速
自
動
車
国
道
の
平
均

一
割
程
度
割

引
、
I
C
の
最
適
配
置
に
資
す
る
も
の
と
し
て
ス
マ
ー
ト

I
C
の
導
入
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消

我
が
国
の
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
全
体
計
画
の
約
六

高
速
道
路
を
使
う
割
合



0
%
が
開
通
し
た
も
の
の
、
依
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
欠
落

し
た
区
間
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
高
速
道
路
の
利
用
率
が
上

が
ら
な
い
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

香
川
県
の
高
松
自
動
車
道
で
は
、
平
成
一
五
年
三
月
三

〇
日
に
高
松
西
I
C
~
高
松
中
央
I
C
間
約
九
蝿
が
開
通

し
、
全
線
一
二
0
m
が
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
後
の
交
通

量
と
、
開
通
前
の
交
通
量
を
比
較
す
る
と
、
全
線
三
一○

師
で
平
均
約
三
0
%
の
増
加
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

(図
9
)。

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
利

用
率
が
向
上
し
た
事
例
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

非
畑　

2

高
速
自
動
車
国
道
の
平
均
一割
程
度
割
引

高
速
自
動
車
国
道
の
料
金
割
引
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

五
年
三

月
二
二
日
の

｢道
路
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠

組
み
に
つ
い
て
｣
の
政
府

･
与
党
申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
、

民
営
化
ま
で
に
実
現
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
平
成
エ
ハ年
九
月
二
四
日
に
日
本
道
路
公
団
よ
り

料
金
変
更
申
請
が
な
さ
れ
、
即
日
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
三

月
一
日
よ
り
全
国
の
高
速
自
動
車
国

道
の
深
夜
時
間
帯
の
利
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
0
~

四
時
の
深
夜
時
間
帯
を
三
割
引
に
す
る
深

べ

応

た
し

　　
　
　

　　　
　

　　　　
　　 夜

割
引
な
ど
、
割
引
メ
ニ
ュ
ー
が
逐
次
実
施
さ
れ
て
い
ま

す

(図
10
)。

3

ス
マ
ー
ト
I
C
の
導
入

我
が
国
の
高
速
道
路
に
お
け
る
I
C
間
隔
は
約
一
○
囃

と
な
っ
て
お
り
、
高
速
道
路
を
無
料
で
供
用
し
て
い
る
欧

米
諸
国
の
平
均
間
隔
約
五
如
で
あ
る
の
に
対
し
て
長
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
速
道
路
が
通
過
す
る
市
町
村
の

う
ち
、
I
C
が
な
い
市
町
村
が
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、

通勤割引 早朝夜間割引 ･ ＼緤礒割引.
地方圏 (大都市圏 、ミ (愛国) '‐

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
　 　 　

　
　

0 交通轡量に余裕の 0大都市における高 0 全国の高撞自動車

開通前 (平成14年度平均)

　　
　　　
　
　

　

　　　

　
　
　
　

離

れ

服

用

た契約者には月間総利用搦に応
じた割引を付加

出典 :国土交通省資料

図 9 高松自動車道全線開通による交通量の変化 (香川県)
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図10 高速自動車国道の料金割引の内容



I
C
間
隔
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
高
速
道
路
利
用
の
促

進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
従
来
の
料
金
所
は
、
用
地
費
を
含
め
た
建
設

コ
ス
ト
、
料
金
収
受
に
関
わ
る
人
件
費
等
の
管
理
コ
ス
ト

が
か
か
る
た
め
、
追
加
I
C
の
整
備
が
進
ま
な
い
難
し
い

状
況
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
建
設
･
管
理
コ
ス
ト
が
従
来
の

I
C
と
比
べ
て
削
減
可
能
な
E
T
C
専
用
の
I
C
、
い
わ
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高

団

鯲
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を

名

壺

　
　

　
　
　
　
　

　　　
　　　
　
　
　

　
　

　
　

　

　

　

　

　　　
　　
　

　
　
　
　
　

　　

　　　　

〆

イ

ギ

ラ

ア

ド

イ

フ

ゆ
る
ス
マ
ー
ト
I
C
の
導
入
は
、
今
後
の
追
加
I
C
整
備

に
極
め
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
六
年
に
実
施
す
る
S
A
･

P
A
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
I
C
の
社
会
実
験
を
全
国
二

人
箇
所
で
採
択
し
、
平
成
一
六
年
一
0
月
か
ら
順
次
実
験

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成

一
七
年
度
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
I
C
の
本
格
導
入
に
向
け

て
、
平
成
一
六
年
度
に
社
会
実
験
を
行
っ
た
タ
イ
プ
に
加

距離 0 100

図朝 平均 i C 間隔の国際比較

Ck
r

　

　

　

図12 従来の有料道路 I C とスマ ー ト 1 C

　“
を

え
、
既
存
の

｢緊
急
退
出
路
｣
な
ど
を
活
用
し
、
高
速
自

動
車
国
道
本
線
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
I
C
の
社
会
実
験

を
実
施
す
る
な
ど
、社
会
実
験
の
拡
充
を
行
う
予
定
で
す
。

五

“
鑄
の
取
組
み

平
成
一
七
年
秋
に
は
、
こ
れ
ま
で
高
速
道
路
の
整
備
･

管
理
の
大
半
を
担
っ
て
き
た
道
路
関
係
四
公
団
が
民
営
化

さ
れ
る
な
ど
、
高
速
道
路
を
取
り
囲
む
環
境
は
大
き
な
変

化
を
迎
え
て
い
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
高
速
道
路
は
世
代
を
超
え
て
使
わ
れ
る
国
民

の
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
提
言
は
、
国
を
は
じ
め
と

し
た
道
路
管
理
者
と
民
営
化
会
社
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
｢使
え
る
｣
ハ
イ
ウ
ェ
イ
へ
向
け
た
取
り
組
み

を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
に
道
路
管

理
者
と
道
路
の
ユ
ー
ザ
ー
が
議
論
す
る
場
を
設
け
、
そ
こ

で
合
意
さ
れ
た
政
策
を
関
係
者
が
協
力
し
て
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
提
出
さ
れ
た

｢使
え
る
｣
ハ
イ
ウ
ェ
イ
へ
の
提
言

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
、
国
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
募

集
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
今

後
の
道
路
政
策
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
を
よ
り
上
手
に
使
う
た
め
の
政
策
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



有
料
遭
臨
圓
臓
審
◎
偽
造
鬮
蛔
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

八
木

孝
格

蝋

回
臟
藁
制
鹿
の
背
景

回
数
券
制
度
は
、
多
頻
度
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
利
用
の
定
着
と
と
も
に
、
料
金
所
通
過
時
間
の

短
縮
に
よ
る
渋
滞
緩
和
や
料
金
所
ブ
ー
ス
の
建
設
費
及
び

管
理
費
の
節
減
を
図
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

特
に
、
大
都
市
圏
の
有
料
道
路
に
お
い
て
は
、
高
い
割

引
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
通
行
料
金
の

支
払
手
段
全
体
の
約
三
割
を
回
数
券
の
利
用
が
占
め
る

(図
1
)
な
ど
、
大
量
の
交
通
を
処
理
す
る
料
金
所
で
の

渋
滞
緩
和
等
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
き
た
。

し
か
し
、
E
T
C
に
よ
る
料
金
徴
収
が
開
始
さ
れ
て
以

264 ,627百万

　
　

辯
銘

そ
o

183,950百万円

醐
/

範　

速道路

降
、
そ
の
利
用
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
料
金
所
に
お
け
る
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渋
滞
緩
和
効
果
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り

(図
2
)、
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全
国
平
均
の
利
用
率
が
三
0
%
を
超
え
、
E
T
C
が
料
金

首都高速道路及び阪神高速道路における料
金支払手段別の割合 (平成15年度実績)

阪神高速道路



図 3 首都高速道路及び阪神高速道路における偽造回数券発見枚数

支
払
の
中
心
手
段
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
は
、
回
数
券
の

歴
史
的
使
命
は
終
え
た
と
い
え
る
状
況
で
あ
る
。

三

国
撒
藁
髓
造
問
題
の
発
生

平
成
七
年
度
に
東
京
外
環
自
動
車
道
に
お
い
て
、
初
め

て
偽
造
回
数
券
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
平
成
九
年
度
に
は

阪
神
高
速
道
路
、平
成

=
年
度
に
は
首
都
高
速
道
路
と
、

偽
造
回
数
券
が
次
々
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
公

団
で
は
、
偽
造
回
数
券
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

最
新
の
偽
造
防
止
技
術
を
導
入
し
た
回
数
券
へ
の
変
更
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
等
に
よ
る
利
用
者
へ
の
注
意

喚
起
、
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
警
察
へ
の
情
報
提
供
な
ど

数
々
の
対
策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
精
巧

な
偽
造
回
数
券
が
大
量
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
、

首
都
高
速
道
路
や
阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
は
平
成
一
五

年
度
か
ら
急
激
に
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

(図
3
)。

亘

回
臟
鵜
偽
造
問
題
へ
の
抜
本
的
対
策

こ
の
よ
う
な
偽
造
回
数
券
被
害
の
拡
大
に
伴
い
、
首
都

高
速
と
阪
神
高
速
の
両
公
団
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
回
数
券
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
を
実
施
し

た
ほ
か
、
一
〇
月
終
わ
り
に
は
、
偽
造
の
大
半
を
占
め
る

一
〇
〇
回
券
を
本
年
三
月
で
販
売
停
止
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
販
売
し
て
き
た
二
四
回
券
、
九
回
券
等
の
回
数

券
を
一
一
回
券
に
統
合
し
て
販
売
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
一
二
月
、
額
面
総
額
約
四
〇
億
円
に
上
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図 2 首都高速道路の本線料金所における渋滞解消状況
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る
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
規
模
か
つ
組
織
的
な
回
数
券
の

態
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

路
で
発
行
し
て
い
る
す
べ
て
の
回
数
券
に
つ
い
て
原
則
廃

偽
造
グ
ル
ー
プ
が
摘
発
さ
れ
、
ま
た
同
時
期
に
大
変
精
巧

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
各
公
団
は
国
土
交
通
大
臣

止
を
決
め
た
。
特
に
、
今
般
の
偽
造
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

な
偽
造
回
数
券
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な
事

か
ら
の
指
示
も
あ
っ
て
さ
ら
に
対
策
を
徹
底
し
、
有
料
道

偽
造
の
対
象
と
さ
れ
た
中
央
自
動
車
道
、
東
京
外
環
自
動

道

道

車
道
、
首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
の
回
数
券
に

団
腰

驫

で
馬

票

･纖舞

わ蕪
盤

轆
砒鳰裸
.め“蓬

≦
.

表 1 各公団における回数券廃止スケジュールの前倒し状況

首都高速道路公団 阪神高速道路公団 日本道路公団
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使
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畳日
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利
用
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時
期
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孵

騰
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厭
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厭
幼舶

券偽↓疵
臘織,癬
鞠靴

'
“

轍

癩
継

鞁

彫瀦

貯

回

デ

0

α

伽

鸚

繃

郷

回

売

回

脚
頃
昧
臟
用
止
劔
畑
腺

僻
在
↓
勧
繊
液
↓
中
饒
糊
↓
軋

券瀦
砒
鱒聯
締
饑艀
腐

封

,

眺
搖

‘

薪
1

1

飼

α

鍋
道灘α鼈蹴

四

回
撒
鵜
灘
座
に
伴
う
閼
応
篤

回
数
券
の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
各
公
団
に
お
い
て
、

利
用
者
へ
の
周
知
や
払
戻
し
等
の
対
応
が
進
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
回
数
券
廃
止
の
受
け
皿
と
な
る
料
金
割
引
が
実

施
さ
れ
る
。

首
都
高
速
道
路
公
団
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、

既
に
昨
年
一
一
月
か
ら
、
E
T
C
車
を
対
象
と
し
て
一
〇

〇
回
回
数
券
と
同
程
度
の
割
引
率

(約
一
八
%
)
と
な
る

割
引
制
度
を
今
年
夏
頃
ま
で
の
期
間
限
定
で
実
施
中
で
あ

り
、
日
本
道
路
公
団
で
も
本
年
四
月
か
ら
高
速
自
動
車
国

道
で
開
始
す
る
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
の
中
で
、
ポ
イ
ン
ト
二

倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
今
般
の
回
数
券
廃
止
の
受
け

皿
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
と
も
E
T
C
へ
の
円
滑
な
転
換

を
図
り
な
が
ら
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
制
度
の
導
入
を

進
め
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
有
料
道
路
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



道
路
関
係
国
公
団
民
営
化
関
係
法

そ
の
6

圓
嫌
週
圓
鱸
圓
篭
罵
鬮
艦
鬮
飜
鱸
鬮
編
鱸
⑧

大
臣
官
房
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
組
織
設
立
準
備
室

谷
中

謙
一

今
回
か
ら
二
回
に
分
け
て
、
｢日
本
道
路
公
団
等
民
営

の
設
立
及
び
公
団
の
解
散
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
見
て
い

化
関
係
法
施
行
法
｣
の
解
説
を
行
う
。
日
本
道
路
公
団
等

く
こ
と
と
し
た
い
。

民
営
化
関
係
法
施
行
法

(以
下

｢施
行
法
｣
と
い
う
。
)

は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法

(高
速
道
路
株
式

会
社
法

(以
下

｢道
路
会
社
法
｣
と
い
う
。)、
独
立
行
政

法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
法

(以
下

｢機
構
法
｣
と
い
う
。)
及
び
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化

に
伴
う
道
路
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢整
備
法
｣
と
い
う
。)
の
三
法
を
い
う
。)
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

(以
下

｢公
団
｣
と
総
称
す
る
。)
か
ら
新
組
織
へ
の
移
行
期
に
お

い
て
必
要
と
な
る
経
過
措
置
等
を
定
め
、
関
係
法
律
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
上
記
経
過
措
置
等
の
う
ち
、
新
組
織

く
こ
と
と
し
た
い
。

　

　
　

　
　

1
新

組
織
の
設
立
及
び
公
団
の
解
散
等

靴
道
路
会
社
の
識
立

1

設
立
委
員

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会

社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
株
式
会
社
(以
下
｢道
路
会
社
｣
と
総
称
す
る
。)

の
設
立
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
商
法
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
設
立
委
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
三
条
第
一
項
)。

通
常
の
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
発
起
人
が
定

款
を
作
成
し
、
設
立
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。
他
方
、

道
路
会
社
は
、
公
団
民
営
化
の
具
体
的
な
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
過
程
で
、
特
別
の
法
律
に
基
づ
く
株
式
会
社

(
い
わ
ゆ
る
特
殊
会
社
)
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
経
緯
か
ら
、
自
発
的
な
個
人
の
意
思
に
基
づ
く
発
起
人

に
よ
る
設
立
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
政
府
が
適
当
と
認
め

る
者
を
設
立
委
員
に
任
命
し
、
こ
れ
に
発
起
人
の
職
務
を

行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
設
立
事
務
の
円
滑
か
つ
適
正

な
処
理
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
会
社
が
新
設
、
改
築
等
を
行
う
高
速
道
路

(以
下

｢会
社
管
理
高
速
道
路
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
料

金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
整
備
法
第
一
条
に
よ

る
改
正
後
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(以
下

｢新
特
別
措

置
法
｣
と
い
う
。)
第
六
条
に
基
づ
き
供
用
約
款

(料
金

の
徴
収
及
び
道
路
会
社
の
責
任
に
関
す
る
事
項
を
は
じ
め



と
し
て
、
道
路
会
社
と
会
社
管
理
高
速
道
路
の
利
用
者
と

の
間
で
の
基
本
的
な
契
約
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
。)
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
従
前
公
団
が
管
理
を
行
っ

て
い
た
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
道
路
会
社
設
立
当
初
か
ら

供
用
約
款
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
継
続
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
設
立
委
員
が
国
土
交
通
大
臣
の
認

可
を
受
け
て
、
道
路
会
社
の
成
立
前
に
最
初
の
供
用
約
款

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
供
用
約
款
に
つ
い
て
は
、
道
路
会
社
の
成
立
の
時
に

お
い
て
、
新
特
別
措
置
法
第
六
条
の
認
可
を
受
け
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

(施
行
法
第
三
条
第
二
項
)。

2

道
路
会
社
設
立
時
の
定
款

設
立
委
員
は
、
発
起
人
の
職
務
の
一
環
と
し
て
、
道
路

会
社
成
立
時
か
ら
適
用
さ
れ
る
最
初
の
定
款
を
作
成
す
る

が
、
当
該
定
款
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
要

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
定
款
が
道
路
会
社
の

組
織
活
動
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
公
団

民
営
化
と
い
う
国
家
的
視
点
に
立
っ
た
政
策
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
望
ま
し
い
姿
で
道
路
会
社
が
発
足
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
認
可
に
係
ら
し
め
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
道
路
会
社
成
立
以
降
に
お
け
る
定

款
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
観
点
か
ら
認
可
に
係
ら

し
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

(道
路
会
社
法
第
一
三
条
)。

定
款
の
作
成
時
に
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
定
款
の
公
正
さ
を
十
分
担
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
と
同
様
の
観
点
か
ら
通
常
必
要
と

さ
れ
る
公
証
人
の
認
証

(商
法
第
一
六
七
条
)
は
要
し
な

い
こ
と
と
し
た

(施
行
法
第
一
一
条
)。

(参
考
)
定
款
の
記
載
事
項

○
絶
対
的
記
載
事
項

(商
法
第
一
六
六
条
第
一
項
)

･
目
的

･
商
号

会
社
が
発
行
す
る
株
式
の
総
数

会
社
が
設
立
の
際
発
行
す
る
株
式
の
総
数

本
店
の
所
在
地

会
社
が
公
告
を
な
す
方
法

発
起
人
の
氏
名
及
び
住
所

○
施
行
法
で
特
に
規
定
さ
れ
る
記
載
事
項

(施
行
法
第

五
条
)

･
株
式
の
種
類
及
び
数

･
株
式
の
発
行
価
額

･
株
式
の
発
行
価
額
中
資
本
に
組
み
入
れ
な
い
額

3

設
立
時
に
発
行
す
る
株
式

商
法
第
一
六
八
条
の
二
で
は
、
株
式
会
社
の
設
立
に
際

し
て
発
行
す
る
株
式
に
係
る
事
項
の
う
ち
、
①
株
式
の
種

類
及
び
数
、
②
株
式
の
発
行
価
額
、
③
株
式
の
発
行
価
額

の
う
ち
資
本
金
に
組
み
入
れ
な
い
額
に
つ
い
て
、
定
款
で

定
め
な
い
場
合
に
は
発
起
人
全
員
の
同
意
に
よ
り
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
道
路
会
社
設
立
時
の
株
式

及
び
資
本
に
関
す
る
基
本
的
事
項
で
あ
る
。
特
に
、
⑤
の

株
式
発
行
価
額
の
う
ち
資
本
金
に
組
み
入
れ
な
い
額
に
つ

い
て
は
、
道
路
会
社
は
商
法
に
よ
る
規
制
を
受
け
な
い
こ

と
か
ら

(後
述
)、
道
路
会
社
の
財
務
内
容
の
健
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
は
定
款
に
定
め
る

こ
と
と
し
、
定
款
の
大
臣
認
可

(前
述
)
に
係
ら
し
め
る

こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
五
条
第
一
項
)。

商
法
上
、
株
式
の
発
行
価
額
の
う
ち
資
本
に
組
み
入
れ

な
い
額
を
定
款
等
で
定
め
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
債
権
者
保
護
を
図
る
た
め
、
株
式
会
社
は
一
定
程

度
の
資
本
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、
株
式
会
社
の
資
本
金
は
発
行
済
株
式
の
発

行
価
額
の
総
額
と
し
て
算
定
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が

(商
法
第
二
八
四
条
の
二
第

一
項
)、
そ
の
例
外
と
し
て
、

商
法
第
二
人
四
条
の
二
第
二
項
で
は
、
株
式
の
発
行
価
額

の
二
分
の
一
以
内
に
限
り
、
資
本
金
に
組
み
入
れ
な
い
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。

道
路
会
社
に
つ
い
て
は
、
①
一
般
の
株
式
会
社
の
発
足

時
と
異
な
り
、
前
身
と
な
る
公
団
が
存
在
し
、
企
業
体
と

し
て
既
に
継
続
的
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
資
本
金

額
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
通
常
の
株
式
会
社
の
設
立
の
場

合
と
比
較
す
る
よ
り
も
、
既
に
営
業
中
の
株
式
会
社
と
比

較
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
他
の
営
業
中
の
特
殊
会
社

や
自
動
車
道
事
業
者
は
、
発
足
後
、
準
備
金
を
積
み
増
し

て
資
本
の
部
に
占
め
る
資
本
金
の
割
合
を
圧
縮
し
、
欠
損

に
は
準
備
金
に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お



　　　
寶本金の顫

　

　

本
み

な
金

費
組
鎌

正
本

(参考) 特殊会社の設立時における資本金の決定イメージ

0 商法は、株式の発行価額の 1 / 2以下を資本に組み入れないことができると規定している。この
場合、資本に組み入れることとした額については、会計上｢資本金｣として計上され、資本に組み入
れないこととした額については、会計上｢資本準備金｣として計上される。

!◎商法(明治32年法律第48号)(秒)
l 第284条の2 略
! 2 株式の発行価額の三分の一を超えざる額は資本に組入れざることを得

会
型

他
典

商法の原則(設立時)
(第284条の2第2項)

　

　

れ

の

に
入

金

本
み

本

　
　
　

　
壽本金

利益準備金等

,
金

/
本

　
　

資

産

負

債

資

本

り
、
道
路
会
社
に
商
法
の
原
則
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
場

合
、
こ
れ
ら
他
会
社
と
比
較
し
て
資
本
準
備
金
の
額
が
不

十
分
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
②
設
立
時
に
資
本
金

と
し
て
株
式
発
行
価
額
の
二
分
の
一
ま
で
確
保
し
な
く
て

も
、
会
社
の
利
益
処
分
･
損
失
処
理
等
は
国
土
交
通
大
臣

の
認
可
に
係
ら
し
め
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
監
督
権
限
が
働

く
こ
と
に
よ
っ
て
道
路
会
社
の
経
営
の
健
全
性
が
担
保
さ

れ
て
お
り
、
債
権
者
の
信
用
を
損
な
う
よ
う
な
事
態
と
な

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
商
法
の
特
例

と
し
て
、
株
式
の
発
行
価
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
額
を

資
本
金
に
組
み
入
れ
ず
、
資
本
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
五
条
第

二
項
◇
。

4

株
式
の
引
受
け
･
割
当
て

公
団
民
営
化
は
、
経
営
形
態
の
変
更
の
一
種
で
あ
り
、

公
団
と
道
路
会
社
は
実
質
的
に
同
一
主
体
で
あ
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
い
わ
ば
継
続
企
業
の
関
係
に
あ
る
た
め
、

従
前
受
け
入
れ
て
い
た
出
資
以
外
の
新
た
な
出
資
は
不
要

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
会
社
の
設
立
に
際
し

て
は
、
発
行
株
式
総
数
を
、
当
該
道
路
会
社
に
現
物
出
資

し
て
設
立
母
体
と
な
る
公
団

(例
え
ば
、
東
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
日
本
道
路
公
団
)
が
引
き
受
け

る

(設
立
委
員
が
割
り
当
て
る
)
こ
と
と
し
て
い
る

(施

行
法
第
六
条
第
一
項
)。

株
式
引
受
人
は
、
商
法
上
、
会
社
成
立
時
に
お
い
て
株

主
と
な
る
べ
き
地
位
に
あ
り
、
成
立
前
の
設
立
段
階
に
お

い
て
も
、
取
締
役
の
選
任
等
所
要
の
関
与
を
な
す
権
利
を

有
し
て
お
り
、
創
立
総
会
に
出
席
し
て
会
社
の
創
立
に
関

す
る
事
項
や
役
員
の
選
任
に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
決
議

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

(商
法
第
一
八
〇
条
第
二

項
◇
。他

方
、
道
路
会
社
の
株
式
引
受
人
で
あ
る
公
団
は
、
道

路
会
社
の
成
立
と
同
時
に
解
散
し

(施
行
法
第
一
五
条
第

一
項
)、
そ
の
株
主
と
し
て
の
地
位
は
す
べ
て
政
府
及
び

出
資
地
方
公
共
団
体
に
引
き
継
が
れ
る

(同
条
第
二
項
)

こ
と
か
ら
、
会
社
設
立
手
続
に
関
与
す
る
者
と
し
て
は
、

公
団
よ
り
も
政
府
及
び
出
資
地
方
公
共
団
体
が
適
当
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
道
路
会
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
株
式
引

受
人
と
し
て
の
地
位
を
公
団
で
は
な
く
政
府
及
び
出
資
地

方
公
共
団
体
が
行
使
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
際
、

株
式
引
受
人
と
し
て
の
権
利

(創
立
総
会
に
お
け
る
議
決

権
)
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
公
団
に
対
す
る
出
資
比
率
に

基
づ
き
決
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
六
条
第
二

項
及
び
第
三
項
)。

5

公
団
か
ら
道
路
会
社
へ
の
現
物
出
資

道
路
会
社
の
設
立
に
際
し
て
、
公
団
は
、
事
業
の
引
継

ぎ
に
伴
い
必
要
な
財
産
を
、
道
路
会
社
に
現
物
出
資
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。現
物
出
資
の
対
象
と
な
る
財
産
に
は
、

不
動
産
や
預
金
等
の
積
極
財
産
の
他
、
借
入
金
等
の
浦
極



財
産
も
含
ま
れ
る
が
、
い
か
な
る
財
産
が
現
物
出
資
さ
れ

る
か
に
つ
い
て
は
、
施
行
法
第
一
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
承
継
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
重
要
な

財
産

(道
路
又
は
鉄
道
施
設
の
建
設
に
伴
い
譲
渡
す
る
不

動
産
以
外
の
財
産
で
あ
っ
て
、
三
千
万
円
以
上
の
も
の
)

の
譲
渡
に
つ
い
て
大
臣
認
可
を
要
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

た
め

(廃
止
前
の
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
第
四
二
条
)、

上
記
現
物
出
資
に
つ
い
て
は
当
該
規
定
を
適
用
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
七
条
)。

ま
た
、
一
般
の
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
商
法
第
一
六

八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
現
物
出
資
は
発
起
人
に
限

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
道
路
会
社
に
つ
い
て
は
、
当

該
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法

第
一
一
条
)。

6

創
立
総
会
と
会
社
の
成
立

商
法
で
は
、
株
式
の
払
込
及
び
現
物
出
資
の
給
付
が
な

さ
れ
た
後
、
遅
滞
な
く
創
立
総
会
が
招
集
さ
れ

(商
法
第

一
八
〇
条
第
一
項
)、
取
締
役
の
選
任
等
が
行
わ
れ
た
後
、

創
立
総
会
終
結
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
設
立
の
登
記
を

行
い
、
そ
の
時
に
株
式
会
社
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る

(商
法
第
五
七
条
及
び
第
一
八
八
条
)。

こ
れ
に
対
し
て
、
道
路
会
社
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

な
特
例
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
公
団
事
業
の

連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①

公
団
は
、
施
行
法
の
施
行
の
時
に
そ
の
財
産
を
道

路
会
社
に
現
物
出
資
す
る
が

(前
述
)、
道
路
会
社

の
設
立
ま
で
の
間
は
公
団
が
引
き
続
き
業
務
を
行
う

た
め
、
創
立
総
会
前
に
現
物
出
資
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
の
た
め
、
現
物
出
資
後
で
は
な
く
株
式

の
割
当
後
に
、
遅
滞
な
く
創
立
総
会
を
招
集
す
る
こ

と
と
す
る

(施
行
法
第
八
条
)。

②

施
行
法
の
施
行
の
時
に
公
団
か
ら
道
路
会
社
へ
現

物
出
資
さ
せ
、
必
要
な
財
産
を
会
社
に
帰
属
さ
せ
る

と
と
も
に
、
そ
の
時
に
お
い
て
道
路
会
社
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
と
す
る

(施
行
法
第
九
条
)。

③

道
路
会
社
は
、設
立
の
登
記
が
な
さ
れ
な
く
と
も
、

公
団
か
ら
現
物
出
資
が
あ
っ
た
と
き
に
成
立
す
る
こ

と
か
ら

(施
行
法
第
九
条
)、
道
路
会
社
の
成
立
後

遅
滞
な
く
設
立
の
登
記
を
行
う
こ
と
と
す
る

(施
行

法
第
一
〇
条
)。

三

機
構
の
設
立

一
般
の
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人

通
則
法
第
一
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
設
立
の
登
記
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有

･

債
務
返
済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て

は
、
道
路
事
業
の
実
施
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
会

社
成
立
と
同
時
で
あ
る

｢施
行
法
の
施
行
の
時
｣
に
成
立

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
一
二
条
第
一
項
)。

(参考) 一般の株式会社と設立手続の差違

高速道路株式会社 一般の株式会社 (募集設立)
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な
お
、
設
立
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
成
立
後
遅

滞
な
く
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

(同
条
第
二
項
)。

三

銭
圏
の
解
散
と
権
利
及
び
義
務
の
承
継

公
団
民
営
化
に
伴
い
、
道
路
会
社
及
び
機
構
が
公
団
か

ら
業
務
並
び
に
権
利
及
び
義
務
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
全
て
に
つ
い
て
網
羅
的
か
つ
具
体
的
に
特
定
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
個
々
の
契
約
や
物
件
を
列
挙
す
る
と

膨
大
な
量
と
な
る
ほ
か
、
承
継
先
の
判
断
基
準
が
不
明
確

と
な
り
、
適
当
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
施
行
法
に
お
い
て
は
、
承
継
の
基
本
原
則

を
定
め
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
よ
り
具
体
的
な

承
継
に
関
す
る

｢基
本
方
針
｣
を
定
め
、
さ
ら
に
こ
れ
に

基
づ
き
公
団
が
実
際
に
引
き
継
が
せ
る
業
務
や
承
継
さ
れ

る
資
産
、
債
務
等
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
に
定
め
る

｢実

施
計
画
｣
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

1

基
本
方
針

基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(施
行
法
第
一
三
条
第
二
項
)。

①

道
路
会
社
及
び
機
構
に
引
き
継
が
せ
る
業
務
の
種

類
及
び
範
囲

②

道
路
会
社
及
び
機
構
に
承
継
さ
せ
る
資
産
、
債
務

そ
の
他
の
権
利
及
び
義
務

③

そ
の
他
道
路
会
社
及
び
機
構
へ
の
業
務
の
適
正
か

つ
円
滑
な
引
継
ぎ
に
関
す
る
事
項

ま
ず
、
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
道
路
資
産
及
び
こ
れ

に
対
応
す
る
債
務
そ
の
他
の
権
利
及
び
義
務
を
機
構
に
、

そ
れ
以
外
の
権
利
及
び
義
務
を
道
路
会
社
に
承
継
さ
せ
る

こ
と
、
公
団
の
業
務
を
道
路
会
社
法
第
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
事
業
範
囲
に
従
っ
て
道
路
会
社
に
承
継
さ
せ
る

よ
う
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(施
行
法
第
一
三
条
第
三

項
、
第
四
項
)。

前
記
②
の
原
則
に
従
い
基
本
方
針
を
策
定
す
る
た
め
に

は
道
路
会
社
の
事
業
範
囲
が
あ
ら
か
じ
め
確
定
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本
道
路
公
団
が
管
理
し
て
い
る

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
今
般
、
新
し
く
事
業
範
囲
が
三

分
割
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
大
臣
は
基
本
方
針
を

策
定
す
る
前
に
道
路
会
社
法
第
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び

第
三
号
に
よ
る
事
業
範
囲
の
指
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た

(同
条
第
五
項
)。

他
方
、
首
都
高
速
道
路
公
団
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
が
そ
の
事
業
範
囲
を
引
き
継
ぐ

こ
と
か
ら
、
道
路
会
社
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第

五
号
の
指
定
を
行
う
こ
と
な
く
、
従
来
の
事
業
範
囲

(基

本
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
高
速
道
路
)
に
つ
い
て
指
定

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
経
過
措
置
を
置
い
て
い
る

(同

条
第
六
項
)。

な
お
、
公
団
に
は
政
府
か
ら
の
出
資
が
あ
る
た
め
、
基

本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
財
務
大
臣
に
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
る

(同
条
第
七
項
)。

2

実
施
計
画

国
土
交
通
大
臣
が
基
本
方
針
を
定
め
た
と
き
は
、
公
団

に
対
し
て
、
実
施
計
画
の
作
成
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
実
施
計
画
と
は
、
公
団
か
ら
道
路
会
社
及
び

機
構
へ
の
業
務
の
引
継
ぎ
、
権
利
及
び
義
務
の
承
継
の
内

容
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
引
き
継
が
せ
る
業

務
及
び
承
継
さ
せ
る
権
利
義
務
を
個
別
具
体
的
に
特
定
す

る
た
め
に
、
各
公
団
が
承
継
先
の
会
社
及
び
機
構
ご
と
に

作
成
す
る
計
画
で
あ
る

(施
行
法
第
一
四
条
第
一
項
)。

な
お
、
基
本
方
針
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
実
施
計
画
の

認
可
に
つ
い
て
も
財
務
大
臣
と
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い

る

(同
条
第
五
項
)。

3

公
団
の
解
散
と
権
利
及
び
義
務
の
承
継

公
団
の
一
切
の
権
利
及
び
義
務
に
つ
い
て
は
、
承
継
計

画

(大
臣
認
可
を
受
け
た
後
の
実
施
計
画
を
い
う
。
以
下

同
じ
。)
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
原
則
と
し
て
道
路

会
社
及
び
機
構
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

日
本
道
路
公
団
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
中
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
の

三
社
及
び
機
構
に
、
首
都
高
速
道
路
公
団
は
首
都
高
速
道

路
株
式
会
社
及
び
機
構
に
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
阪
神

高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
機
構
に
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
に
つ
い
て
は
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び

機
構
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
及
び
義
務
が
承
継
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
①
道
路
会
社
の
成
立
の
際
現
に
整
備
法
第
一
条



に
よ
る
改
正
前
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(以
下

｢旧
特

道
路
会
社
及
び
機
構
の
設
立
に
際
し
て
時
価
評
価
を
行
う

別
措
置
法
｣
と
い
う
。)
第
五
条
第

一
項
又
は
第
四
項
の

こ
と
と
し
て
い
る

(施
行
法
第
一
五
条
第
三
項
及
び
第
四

二日
可
を
受
け
て
日
本
道
路
公
団
が
維
持
、
修
繕
及
び
災
害

項
)。

許
可
を
受
け
て
日
本
道
路
公
団
が
維
持
、
修
繕
及
び
災
害

復
旧
を
行
っ
て
い
る
高
速
道
路

(｢管
理
有
料
高
速
道
路
｣

と
い
う
。)
を
構
成
す
る
敷
地
又
は
支
壁
そ
の
他
の
物
件
、

②
道
路
会
社
及
び
機
構
の
業
務
を
実
施
す
る
上
で
不
要
と

な
る
資
産
等
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
出
資
地
方
公
共
団
体

が
承
継
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
団
は
、
道

路
会
社
が
成
立
す
る
時
に
お
い
て
解
散
す
る

(施
行
法
第

一
五
条
第
一
項
)。

な
お
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
六
条
は
、
独
立
行

政
法
人
の
職
員
は
法
人
の
長
が
任
命
す
る
旨
を
規
定
し
て

い
る
が
、
日
本
道
路
公
団
法
、
首
都
高
速
道
路
公
団
法
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
法
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

の
、
公
団
職
員
は
総
裁
又
は
理
事
長
が
任
命
す
る
旨
の
規

定
に
よ
り
し
た
任
命
が
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
六

条
に
よ
り
行
っ
た
任
命
と
み
な
さ
れ
る
た
め

(施
行
法
第

三
人
条
第
一
項
)、
改
め
て
の
任
命
行
為
は
要
し
な
い
。

公
団
か
ら
国
及
び
出
資
地
方
公
共
団
体
に
承
継
さ
れ
る

資
産
と
し
て
は
、
①
会
社
か
ら
公
団
に
割
り
当
て
ら
れ
た

株
式
、
②
管
理
有
料
高
速
道
路

(前
述
)
を
構
成
す
る
敷

地
又
は
支
壁
そ
の
他
の
物
件
、
③
そ
の
他
会
社
及
び
機
構

が
そ
の
事
業
又
は
業
務
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
資
産
以
外
の
資
産
を
規
定
し
て
い
る

(施
行
法
第
一
五

条
第
二
項
)。

ま
た
、承
継
す
る
資
産
及
び
債
務
を
明
確
に
す
る
た
め
、

国
及
び
出
資
地
方
公
共
団
体
に
承
継
さ
れ
る
資
産
に
つ

い
て
は
、
企
業
会
計
原
則
に
よ
る
会
計
処
理
が
行
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
来
時
価
評
価
を
行
う
必
要
は
な

い
が
、
取
得
す
る
道
路
会
社
の
株
式
に
関
し
て
は
、
公
団

へ
の
出
資
金
の
額
か
ら
当
該
株
式
の
額
を
減
じ
た
額
が
機

構
へ
の
出
資
金
と
な
る
こ
と
か
ら
、
株
式
の
額
を
適
正
に

評
価
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
価
評
価
の
対
象
と
し
て
い
る

(同
条
第
三
項
)。

道
路
会
社
の
設
立
に
際
し
て
発
行
さ
れ
る
株
式
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
路
会
社
に
現
物
出
資
し
、
設
立
母
体
と
な
る

各
公
団
に
割
り
当
て
ら
れ
る

(施
行
法
第
六
条
第

一
項
)

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
公
団
は
道
路
会
社
の
成
立
と
同
時

に
解
散
す
る
た
め

(施
行
法
第
一
五
条
第
一
項
)、
公
団

へ
の
出
資
者
で
あ
る
政
府
及
び
出
資
地
方
公
共
団
体
へ
株

式
を
移
転
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
道
路
会
社
の
成

立
の
時
に
、
公
団
が
、
公
団
に
割
り
当
て
ら
れ
た
株
式
を

政
府
及
び
出
資
地
方
公
共
団
体
へ
承
継
す
る
こ
と
と
し
た

(施
行
法
第
一
五
条
第
五
項
)。

国
が
承
継
す
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
現
在
公
団
に
出
資

し
て
い
る
一
般
会
計
又
は
道
路
整
備
特
別
会
計
に
、
各
会

計
か
ら
公
団
へ
の
出
資
比
率
に
応
じ
て
承
継
さ
れ
る
こ
と

と
し
て
い
る

(同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
)。

公
団
の
解
散
に
伴
い
、
公
団
へ
の
出
資
金
か
ら
国
及
び

出
資
地
方
公
共
団
体
が
承
継
し
た
道
路
会
社
の
株
式
の
総

額
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
額

(以
下
｢承
継
出
資
額
｣

と
い
う
。)
を
機
構
に
対
す
る
出
資
金
と
し
、
機
構
が
承

継
す
る
資
産
額
か
ら
承
継
出
資
額
と
機
構
が
承
継
す
る
負

債
の
金
額
を
差
し
引
い
た
額
を
積
立
金
又
は
繰
越
欠
損
金

と
し
て
整
理
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

(施
行
法
第
一
五

条
第
一
一
項
)。
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路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
が
争
点
と
な
っ
た
事
例

ー
一
般
国
道
三
〇
三
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之

③

原
告

法
人

被
告

滋
賀
県

二

本
件
事
故
の
発
生

平
成
一
三
年
一
月
三
〇
日
午
前
二
時
四
五
分
頃
、
B
会

社
の
従
業
員
は
、
被
害
車
両
で
あ
る
貨
物
自
動
車
を
運
転

し
て
国
道
三
0
三
号
を
時
速
約
五
0
m
で
走
行
中
、
新
栄

橋
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
新
栄
橋
手
前
約
三
五
m
の

地
点
で
橋
上
に
二
台
の
事
故
車
両
が
あ
る
の
を
発
見
し
た

の
で
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
ハ
ン
ド
ル
が
操
作

不
能
と
な
り
、
新
栄
橋
の
橋
欄
干
を
被
っ
て
橋
の
下
を
流

れ
る
八
田
部
川
に
転
落
し
た
。
本
件
事
故
当
時
、
新
栄
橋

の
橋
面
は
凍
結
し
て
い
た
。

三

争
点

争
点
1

滋
賀
県
の
新
栄
橋
付
近
の
道
路
の
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
か

争
点
2

道
路
管
理
の
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
間
に
因
果

関
係
が
認
め
ら
れ
る
か

争
点
3

原
告
ら
に
生
じ
た
損
害

は
じ
め
に

本
件
は
、
被
告
滋
賀
県
の
管
理
す
る
一
般
国
道
三
〇
三

号
に
お
い
て
、
散
水
融
雪
装
置
か
ら
の
散
水
に
よ
り
道
路

が
凍
結
し
た
た
め
、
原
告
A
運
送
会
社
が
保
有
し
、
原
告

B
株
式
会
社

(A
の
子
会
社
)
が
使
用
す
る
車
両
が
事
故

を
起
こ
し

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)、
原
告
C
損

害
保
険
会
社
が
保
険
契
約
に
基
づ
き
そ
の
損
害
の
一
部
を

填
補
し
た
と
し
て
、
原
告
ら
が
被
告
に
対
し
、
本
件
事
故

に
よ
り
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
事
業
で
あ
る
。

一

事
実
及
び
理
由

=

請
求

A
運
送
会
社
に
対
し
約
八
三
万
円

B
会
社
に
対
し
約
一
、
0
一
八
万
円

C
損
害
保
険
会
社
に
対
し
約
四
一
一
万
円

等
の
支
払
い
。

②

提
訴
日

一
審
判
決
日

平
成
一
六
年
四
月
二
六
日

(請
求
棄
却
)
[確
定
]

四

争
点
に
期
す
る
当
裁
判
所
(天
津
地
裁
)

の
判
断

主
文1

原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

2

訴
訟
費
用
は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
。
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理
由

①
二
九
日
午
後

一
〇
時
三
〇
分
の
時
点
及
び
本
件
事

故
当
時

(三
0
日
午
前
二
時
四
五
分
こ
ろ
)
に
お
い

て
、
本
件
事
故
現
場
で
は
本
件
装
置
は
稼
働
し
て
お

ら
ず
、
散
水
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件

事
故
当
時
に
は
新
栄
橋
の
橋
面
が
凍
結
し
て
い
た
こ

と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
件
装
置

が
、
二
九
日
午
後

一
〇
時
三
〇
分
以
降
三
〇
日
午
前

二
時
四
五
分
頃
ま
で
の
間
に
稼
働
し
て
散
水
を
行
い
、

そ
の
後
散
水
が
停
止
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り

新
栄
橋
の
橋
面
が
凍
結
し
た
事
実
を
認
め
る
に
足
り

る
的
確
な
証
拠
は
な
い
。

②
こ
の
点
、
原
告
ら
は
、
二
九
日
午
後

一
一
時
こ
ろ

に
新
栄
橋
を
通
過
し
た
際
、
雪
が
全
く
降
っ
て
い
な

か
っ
た
の
に
、
新
栄
橋
付
近
の
本
件
装
置
か
ら
道
路

が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
散
水
が
行
わ
れ
て
い
た
旨
記
載

す
る
陳
述
書

(甲
幻
)、
三
0
日
午
前
○
時
三
〇
分
こ

ろ
に
新
栄
橋
を
通
過
し
た
際
、
雪
が
全
く
降
っ
て
い

な
か
っ
た
の
に
、
本
件
装
置
か
ら
、
新
栄
橋
の
た
も



と
ま
で
は
勢
い
よ
く
、
新
栄
橋
の
上
で
は
チ
ヨ
ロ
チ
ョ

イ
ナ
ス
三
･
七
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
本
件
装
置
の
機

疵
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
は
、
当
該
営
造
物
の
場
所
的

ロ
と
弱
い
状
態
で
、
水
が
出
て
い
た
旨
記
載
す
る
陳
述

能
や
気
象
条
件
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
装
置
が
、
二
九
日

環
境
及
び
利
用
状
況
、
管
理
の
方
法
等
諸
般
の
事
情
を

書

(甲
翌
、
三
〇
日
午
前
一
時
か
ら
、
一
時
三
〇
分

こ
ろ
に
新
栄
橋
を
通
過
し
た
際
、
雪
が
全
く
降
っ
て
い

な
か
っ
た
の
に
、
新
栄
橋
の
橋
上
道
路
は
、
本
件
装
置

か
ら
水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
よ
く
出
て
い
た
旨
記
載
す

る
陳
述
書

(甲
芻
)
を
提
出
し
て
い
る

(上
記
陳
述
書

の
三
名
は
、
い
ず
れ
も
原
告
B
会
社
の
運
転
手
で
あ

る
)
。し

か
し
な
が
ら
、
本
件
装
置
に
は
本
件
事
故
後
の
点

検
に
お
い
て
異
常
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

本
件
事
故
当
時
も
正
常
に
作
動
し
て
い
た
と
推
認
さ
れ

る
と
こ
ろ
、
①
本
件
装
置
が
稼
働
を
開
始
す
る
た
め
に

は
、
赤
外
線
が
雪
片
に
よ
り
四
分
間
に
三
回
以
上
遮
光

さ
れ
、
水
分
検
出
回
路
に
よ
り
水
分
が
検
出
さ
れ
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
四
分
の
う
ち
に
再
度
降
雪
を
検
出
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
気
象
条

件
は
、
二
九
日
の
午
後
八
時
以
降
は
降
雪
が
な
く
、
同

日
午
後
一
〇
時
三
〇
分
に
本
件
装
置
は
稼
働
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
②
本
件
装
置
が
稼
働
を
停
止
す
る
た
め

に
は
、
赤
外
線
が
遮
光
を
繰
り
返
さ
な
く
な
る
か
水
分

検
出
回
路
が
水
分
検
出
を
行
わ
な
く
な
り
、
か
つ
、
気

温
が
停
止
温
度
制
御
回
路
の
設
定
温
度
で
あ
る
一
度
よ

り
高
い
と
い
う
条
件
が
必
要
で
あ
る
が
、
二
九
日
午
後

一
〇
時
二
〇
分
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
･
四
度
で
あ

り
、
そ
の
後
、
三
〇
日
午
前
三
時
三
一
分
の
気
温
は
マ

能
や
気
象
条
件
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
装
置
が
、
二
九
日

午
後
一
〇
時
三
〇
分
以
降
稼
働
を
開
始
し
、
午
前
二

時
四
五
分
ま
で
の
間
に
停
止
す
る
た
め
の
条
件
が
あ
っ

た
と
は
認
め
難
い
こ
と
、
二
九
日
午
後
八
時
こ
ろ
に
降

雪
が
あ
り
、
同
日
午
後
一
〇
時
三
〇
分
の
時
点
で
は
、

本
件
事
故
現
場
付
近
に
は
路
肩
に
雪
が
残
っ
た
状
態
で

あ
っ
た
こ
と
、
本
件
事
故
現
場
付
近
は
午
前
二
時
か
ら

三
時
に
か
け
て
交
通
量
が
最
も
少
な
く
な
る
こ
と
、
当

時
の
気
象
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、
路
面
が
凍
結
す
る
原

因
は
、
本
件
装
置
に
よ
る
散
水
以
外
に
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
④
原
告
の
運
転
手
ら
三
名
の
陳
述
書
の
記
載
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
客
観
的
な
証
拠
は
な
い

　
　　
　　

以
上
に
照
ら
せ
ば
、
上
記
原
告
の
運
転
手
ら
三
名
の

陳
述
書
の
記
載
内
容
は
に
わ
か
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

③
も
っ
と
も
、
本
件
現
場
付
近
の
路
面
が
凍
結
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
路
面
凍
結
の
点
に
つ
い
て
、
被
告
の
道

路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、以
下
検
討
す
る
。

道
路
面
の
凍
結
現
象
は
、
当
該
道
路
の
地
理
的
、
気

象
的
、
地
形
的
条
件
及
び
道
路
構
造
等
が
加
わ
っ
て
発

生
す
る
自
然
現
象
で
あ
り
、
必
ず
し
も
道
路
が
凍
結
し

た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
道
路
が
本
来
有
す
る
安
全
性
を

欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
賠
償
法

二
条

一
項
に
い
う
、
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
暇

環
境
及
び
利
用
状
況
、
管
理
の
方
法
等
諸
般
の
事
情
を

総
合
考
慮
し
て
、
道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
る
と
い
え
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

ア

そ
こ
で
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路
の
状
況
等

に
つ
い
て
見
る
に
、
①
本
件
装
置
は
、
積
雪
を
防
止

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
現
場

付
近
は
一
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
か
な
り
の
積
雪

量
が
あ
る
こ
と
、
②
0
6
W
型
は
、
機
能
上
は
一
定

の
気
象
条
件
を
満
た
す
場
合
に
作
動
す
る
構
造
に
な

っ
て
お
り
、
本
件
事
故
当
時
も
本
件
装
置
は
正
常
に

稼
働
し
て
い
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
こ
と

、
③
本

件
事
故
現
場
を
含
む
国
道
三
○
三
号
は
、
京
都
府
北

部
と
中
部
地
方
を
つ
な
ぐ
道
路
で
、
両
地
点
を
移
動

す
る
車
両
の
多
く
が
通
行
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
最
も
交
通
量
が
多
く
な
る
の
は
午
後
五
時
か
ら

午
後
六
時
に
か
け
て
で
あ
る
こ
と
、
④
被
告
の
国
道

三
〇
三
号
の
管
理
状
況
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

警
告
板
を
設
置
し
て
凍
結
に
対
す
る
利
用
者
の
注
意

を
促
し
、
地
元
の
事
情
に
通
じ
た
委
託
業
者
に
委
託

し
て
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
て
い
た
こ
と
、
⑤
本
件

事
故
現
場
に
お
け
る
事
故
発
生
数
は
、僅
か
で
あ
り
、

凍
結
を
原
因
と
し
て
事
故
が
多
発
し
て
い
る
と
認
め

る
よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ
な
い
こ
と

(な
お
、
二
四

日
に
は
二
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、
同
日
午



前
四
時

一
分
の
気
温
は
0

･
二
度
で
あ
る

(乙

民
事
訴
訟
法
六
一
条
、
六
五
条
一
項
本
文
を
適
用
し
て
、

引
)。)、
⑥
被
害
車
両
の
進
行
方
向
に
従
っ
た
国
道

主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

三
〇
三
号
の
新
栄
橋
に
至
る
ま
で
の
道
路
線
形
は
半

径
三
〇
0
m
の
緩
や
か
な
右
カ
ー
ブ
で
あ
り
、
縦
断

勾
配
も
新
栄
橋
に
向
か
っ
て
一
･
四
三
%
の
緩
や
か

な
登
り
勾
配
と
な
っ
て
お
り
、
前
方
の
見
通
し
は
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
事
故

現
場
付
近
の
道
路
は
、
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き

安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
滋

賀
県
に
お
け
る
本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路
の
管
理

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

イ

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
ら
は
、
凍
結
防
止
剤
の
散

布
方
法
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
警
戒
標
識

の
設
置
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
凍
結
防
止
剤

が
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
滋
賀
県
の

道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
評
価
で
き

な
い
。
ま
た
、
警
戒
標
識
の
設
置
に
つ
い
て
の
原
告

ら
の
主
張
を
裏
付
け
る
的
確
な
証
拠
は
な
い
。

ウ

以
上
に
よ
れ
ば
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

こ
と
を
理
由
に
、
被
告
に
は
、
そ
の
管
理
者
と
し
て

の
責
任
が
あ
る
と
す
る
原
告
ら
の
主
張
は
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
そ
の
余
の
争
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も

な
く
、
原
告
ら
の
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
こ

れ
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
い
て



些れ鬱◎離蠣

霊
圓
森
の
う
め
も
の
食
っ
て
み
で
け
ろ
じ
や
』

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
と
ん
び
会

入
会
二
年
目
の
柴
田
と
申
し
ま
す
。

"ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
想
う

も
の
"と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。

す
っ
か
り
東
京
人
に
な
っ
た

(?
)

私
で
も
時
に
は
ふ
る
さ
と
の
味
が
恋

し
く
な
り
ま
す
。
青
森
県
生
ま
れ
の

青
森
県
育
ち
で
あ
る

"正
真
正
銘
の

青
森
県
産
“
で
あ
る
私
が
独
断
と
偏

見
で
選
ん
だ
地
元
の
味
覚
を
ち
ょ
っ

と
だ
け
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
貝
の
王
様

本
県
の
味
覚
と
言
え
ば
有
名
な
リ

ン
ゴ
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
私
の
一
番
の
お
す
す
め
は

"貝

の
王
様
“と
言
わ
れ
る
ホ
タ
テ
で
す
。

ち
な
み
に
生
産
量
は
北
海
道
に
次
ぐ

全
国
二
位
で
す
。
ホ
タ
テ
に
は
栄
養

青
森
県
塞
泉
事
務
所

柴
田

金
吾

成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
中

で
も
タ
ウ
リ
ン
と
い
う
成
分
が
大
変

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ウ
リ
ン
は

目
や
脳
の
発
達
を
助
け
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
体
内
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
き
、
血
圧
を
下

げ
る
な
ど
他
に
も
様
々
な
働
き
が
あ

り
ま
す
。
食
べ
方
も
色
々
あ
り
、
貝

柱
を
使
っ
た
バ
タ
ー
焼
き
、
刺
身
な

ど
は
一
般
的
で
す
が
、
通
称
"ひ
も
"

(外
套
膜
)
の
部
分
も
塩
で
十
分
も

み
洗
い
し
た
後
に
そ
の
ま
ま
刺
身

や
、
酢
の
物
、
和
え
物
で
食
べ
る
と

シ
コ
シ
コ
し
た
食
感
で
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。
(酒
の
肴
に
最
適
で
す
。)

ま
た
、
稚
貝

(直
径
数
m
)
を
殻
付

き
の
ま
ま
み
そ
汁
に
し
て
食
べ
る
と

ホ
タ
テ
の
旨
み
が
た
っ
ぷ
り
出
て
こ

れ
ま
た
絶
品
で
す

(写
真
1
)
。
さ

写真 1 ホタテ稚員のみそ汁

ら
に
、
貝
を
料
理
の
脇
役
と
し
て
使

う

｢貝
焼
き
み
そ
｣
も
お
す
す
め
で

す
。
直
径
二
〇
皿
程
度
の
貝
殻

(
一

般
で
は
な
か
な
か
手
に
入
り
ま
せ

ん
)
を
鍋
と
し
て
使
い
、
た
ま
ご

(鶏
卵
)
と
味
噌
と
い
う
シ
ン
プ
ル

な
材
料
で
作
り
ま
す
。
料
理
店
で
は

こ
れ
に
大
抵
、貝
柱
が
入
り
ま
す
が
、

地
元
の
家
庭
で
は
貝
柱
は
入
れ
ず
、

余
っ
た
焼
き
魚
な
ど
を
一
緒
に
入
れ

て
煮
ま
す

(写
真
2
)。

◆
毛
ガ
ニ
も
ど
き

青
森
の
春
限
定
の
味
覚
と
言
え
ば

や
っ
ぱ
り

｢ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
｣
で
す
。

見
た
目
は
毛
ガ
ニ
そ
っ
く
り
で
味
も

良
く
、
何
よ
り
も
お
手
頃
価
格

(
一

杯
五
~
六
〇
〇
円
程
度
)
な
の
が
う

れ
し
い
で
す
。
獲
れ
る
時
期
が
ち
ょ

う
ど
花
見
の
時
期
(四
~
五
月
ご
ろ
)

な
の
で
通
称

〃花
見
ガ
ニ
“
と
も
言

わ
れ
、
青
森
の
花
見
に
は
欠
か
せ
な

い
食
材
で
す
。
濃
厚
な
味
の

｢カ
ニ"てみ

つ

　
　

貝

ヤ

2

欠

真

活

写

　

西から東から



み
そ
｣
が
人
気
で
、
カ
ニ
を
食
べ
る

こ
と
が
面
倒
で
も

｢カ
ニ
み
そ
｣
だ

け
食
べ
る
た
め
に
買
う
と
い
う
人
が

い
る
ほ
ど
で
す

(写
真
3
)。

写真3 トゲクリガニ

◆
え
っ
?

毛
の
汁
?

青
森
の
郷
土
料
理
と
言
え
ば
、
鱈

(タ
ラ
)
の
頭
や
内
臓
、
骨
と
言
っ

た
い
わ
ゆ
る

"
じ
ゃ
っ
ぱ
“
(身
を

さ
ば
い
た
後
の
残
り
)
を
煮
込
ん
だ

｢じ
ゃ
っ
ぱ
汁
｣
が
有
名
で
す
が
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
郷
土
料
理

の
一
つ
に

｢け
の
汁
｣
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
都
会
の
人
に

｢け
の

汁
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
?
｣
と
質
問

す
る
と
、
｢え

っ
?

毛
の
汁
?
｣

な
ど
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま

す
。
実
は

｢け
の
汁
｣
は

｢七
草
が

ゆ
｣
の

｢粥

(か
ゆ
)
の
汁
｣
が
な

ま
っ
た
も
の
で
、
津
軽
弁
で
粥

(か

ゆ
)
は

｢け
っ
こ
｣
ま
た
は

｢け
｣

と
言
い
ま
す
。
大
豆
や
大
根
、
山
菜
、

こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
何
種
類
も
の
材
料

を
そ
れ
ぞ
れ
一
皿
角
く
ら
い
に
切
っ

て
か
ら
大
鍋
で
大
量
に
煮
、
少
し
ず

つ
温
め
直
し
て
食
べ
ま
す
。
み
そ
で

煮
る
家
庭
が
多
く
、
料
理
方
法
は
シ

ン
プ
ル
で
す
が
、
色
々
な
も
の
を
煮

込
む
の
で
味
は
結
構
い
け
ま
す
。
そ

も
そ
も

｢け
の
汁
｣
は
小
正
月
で
お

嫁
さ
ん
た
ち
が
実
家
に
帰
っ
た
り
、

骨
休
め
を
す
る
た
め
に
作
ら
れ
る
一

種
の
保
存
食

(手
抜
き
料
理
)
で
、

何
日
も
続
け
て
食
べ
ま
す

(だ
ん
だ

ん
飽
き
て
き
ま
す
が
、
日
を
重
ね
る

ご
と
に
味
が
し
み
こ
ん
で
美
味
し
く

な
り
ま
す
)。
な
お
、
あ
ま
り
に
も

一
般
家
庭
的
な
料
理
の
た
め
、
店
で

は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
の
が

ち
ょ
っ
と
残
念
で
す

(写
真
4
)。

以
上
、
青
森
の
味
覚
を
ほ
ん
の
一

部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
も
出
張
や
観
光
で
青
森

に
お
越
し
の
際
、
ま
た
自
宅
に
居
な

が
ら
で
も
是
非
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

○
青
森
県
観
光
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(ア
ブ
テ
ィ

.
ネ
ッ
ト
)

耳
君
"
霞目
白
聖
も
掃
討
DOB
Oユ
｣℃＼

○
お
問
い
合
わ
せ
先

主
目森
県
観
光
総
合
案
内
所

電
話○

一
七
ー
七
三
四
-
二
五
0
0

･社
青
森
県
物
産
協
会

電
話0

一
七
!
七
七
七
ー
四
六
エ
ハ

･青
森
県
東
京
観
光
案
内
所

電
話○

三
-
五
二
七
六
-

一
七
八
八

･
あ
お
も
り
北
彩
館

電
話○

三
ー
三
二
三
七
-
八
三
七
一

写真4 けの汁



『横
浜
へ
行
か
な
く
ち
ゃ
ー
』
で
す
よ

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
今

回
誌
面
を
頂
戴
し
て
少
し
横
浜
の
P

R
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
で
す
の
で
い
く
つ
か

耳
寄
り
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ

う
o

横
浜
市
東
京
事
務
所

住
吉

重
紀

みなとみらい地区の夜景

◆
誕
生
日
は
横
浜
で
!

自
分
自
身
や
、
大
切
な
人
の
誕
生

日
。
皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
で
す

か
?現

在
、
横
浜
で
は
三

月
三
〇
日

ま
で
の
期
間
限
定
で
航
空
二
社

(J

A
L
、
A
N
A
)
の
バ
ー
ス
デ
ー
割

引

(早
割
)
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

｢
Y
O
K
O
H
A
M
A
ホ
テ
ル

バ

ー
ス
デ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
｣
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
二
七

の
ホ
テ
ル
が
参
加
し
、
最
大
五
0
%

の
宿
泊
料
金
特
別
割
引
や
特
別
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
観
光
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
誕
生
日
を
含
む
前
後
七
日
間
の

一
五
日
間
、
本
人
と
同
行
者
三
名
の

四
名
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
横
浜
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(耳
目
"
"
"
"
"
のけ
o
B
の白
崎
ヒ
o方
言

B
D｣□
庁
試
す
Q
↑"
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
横
浜
が

｢フ
ラ
ン
ス
｣
に
な
る
“

次
は
チ
ョ
ッ
と
先
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
六
月
の
横
浜
を
ご
紹
介
し
ま

す
。六

月
の
横
浜
と
い
え
ば
な
ん
と
言

っ
て
も
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
。

こ
の
映
画
祭
、
映
画
フ
ァ
ン
に
は

お
な
じ
み
の
と
お
り
、
毎
年
日
本
未

公
開
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
上
映
や
、

多
く
の
監
督
.
俳
優
の
来
日
で
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も

｢
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
2
0

0
5
･
横
浜
｣
が
六
月
一
五
日
~
-

九
日
に
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
上
、
今
年
は
、
ル
ー
ヴ
ル
美

術
館
所
蔵
作
品
の
う
ち
、
一
九
世
紀

前
半
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
が
日
本
で
初

め
て
総
合
的
に
展
示
さ
れ
る
と
い
う

｢
ル
J
ヴ
ル
美
術
館
展
｣
が
四
月
九

日
か
ら
七
月
一
人
日
ま
で
横
浜
美
術

館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
!そ

こ
で
、
今
年
の
六
月
は

｢横
浜

フ
ラ
ン
ス
月
間

･
2
0
0
5
｣
と
銘

打
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の

｢薫
り
｣
を
漂

わ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
で
皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

身
近
な
フ
ラ
ン
ス
に
出
会
い
た
い

な
ら
六
月
の
横
浜
へ
!

横浜フランス月間ロゴマーク

　
　

　MA

X
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◆
近
い
よ
う
で
遠
か
っ
た
?

さ
て
、
皆
さ
ん
横
浜
は
何
度
か
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
｢東
京

へ
は
よ
く
行
く
け
ど
、
横
浜
ま
で
は

,.｣

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

そ
こ
で
お
知
ら
せ
で
す
。
近
年
、

横
浜
へ
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に

向
上
し
て
い
る
ん
で
す
。
道
路
で
は

首
都
高
速
本
牧
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

開
通
に
よ
り
横
浜
駅
･
み
な
と
み
ら

い
な
ど
の
横
浜
中
心
部
と
磯
子
･
金横浜港の全景

沢
･
三
浦
半
島
方
面
と
が
直
結
。
車

で
の
行
動
範
囲
は
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
横
浜
港
を
跨
ぐ
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
は
従
来
の
首
都
高
速
道
路
に

加
え
一
般
国
道
で
も
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、

橋
の
下
部
に

｢横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
｣
と
い
う
展
望
施

設
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
?

大
型
客
船
の
出
入
港
時
な
ど
は
船

を
見
下
ろ
す
ア
ン
グ
ル
で
眺
め
る
こ

と
が
で
き
お
勧
め
で
す
し
、
何
よ
り

横
浜
港
の
ベ
イ
サ
イ
ド
を
始
め
、
富

士
山
、
丹
沢
、
箱
根
、
新
宿
副
都
心
、

房
総
の
山
並
み
ま
で
の
三
六
〇
度
の

展
望
が
楽
し
め
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
穴
場
で
は
!

鉄
道
も
利
便
性
が
格
段
に
向
上
。

新
宿
･
池
袋
、
あ
る
い
は
埼
玉
方
面

か
ら
は
J
R

｢湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
｣

の
増
発
で
新
宿
か
ら
は
乗
り
換
え
な

し
で
横
浜
ま
で
三
〇
分
足
ら
ず
に
。

ま
た
、
渋
谷
か
ら
は
東
急
東
横
線
か

ら

｢み
な
と
み
ら
い
線
｣
へ
の
直
通

運
転
に
よ
り
乗
り
換
え
な
し
で
元

町
･
中
華
街
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
仕
事
な
ど
で
東
京
に
お
越
し
の

際
は
手
軽
に
行
け
る
横
浜
に
も
ぜ
ひ

お
寄
り
下
さ
い
。

(.--′"九′~ ‘‘′-‘ 　　　　　

◆
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
の
も
ウ
キ
ウ
キ
･

-フ
｣“ノ
ーフ
ク

横
浜
は
み
な
と
み
ら
い
地
区
、
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
か
ら
元
町
、
中
華
街
と

狭
い
よ
う
で
広
い
地
域
に
見
ど
こ
ろ

遊
び
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

そ
こ
で
、
ご
用
意
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ぐ
る
り
と
廻
る

｢観
光
ス
ポ
ッ
ト
周
遊
バ
ス
｣。

レ
ト
ロ
調
の
バ
ス
で
運
賃
は
な
ん

と
大
人
一
〇
〇
円
!

さ
ら
に
三
〇

〇
円
の
フ
リ
ー
パ
ス
な
ら

一
日
何
度

で
も
乗
り
降
り
で
き
ち
ゃ
い
ま
す

ヨ
。三

月
下
旬
頃
か
ら
の
連
行
で
す
の

で
乞
う
ご
期
待
-
.

さ
あ
、
ど
う
で
す
り
･

今
年
は

｢横
浜
に
行
か
な
く
ち

ゃ
!
｣
で
し
ょ
?

○横浜観光ならまずここを ! 横浜観光ホームページ
http://w w w .w elcom e,city.yokoham a.jp/tourism /

○ルーヴル美術館展 (オフィシャルホームページ)
http ://w w w .n w .co.jp/louvre/

.リ
ス
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O " スポット周遊バス (横浜市交通局)
http ://w w w .city,yokoham a,jp/m e/kou m u/
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ロ
ー
プ
ウ
ニ
イ
逼
り

歩
い
て
楽
し
モ
ー
ル
社
会
実
験

松
山
市
総
合
交
通
課

石
井

朋
紀

現
在
日
本
各
地
の
中
心
市
街
地
の
多
く
は
、
郊
外
店
舗

の
進
出
や
マ
イ
カ
ー
利
用
者
の
増
大
等
に
よ
り
衰
退
化
し

つ
つ
あ
る
。
松
山
市
の
中
心
市
街
地
も
、
同
様
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
松
山
市
で
は
平
成
三
一年
度
に
こ
れ

か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
目
指
し
て
、
『歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
構

想
』
を
策
定
し
、
道
路
再
配
分
等
の
社
会
実
験
や
歩
行
者

用
案
内
板
の
設
置
を
行
っ
て
き
た
。
加
え
て
、
『坂
の
上

の
雲
』
を
軸
と
し
た
二
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、

市
民
一
人
一
人
が

『坂
の
上
の
雲
』
を
目
指
す
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
た
、
住
民
参
加
に
よ
る
都
市
再
生
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
一
五
年
度
に
市
内
中
心

部
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
で
道
路
再
配
分
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
社
会
実
験
を
行
っ
た
。

三

実
験
箇
所
の
選
定

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
導
入
都
市
の
例

を
見
る
と
、
基
本
的
に
L
R
T
を
ビ
ー
ク
ル
と
し
た
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
松
山
市
は
平

成
一
四
年
八
月
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
が
復
活
し
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
市
内
中
心
部
を
路
面
電
車
が
走
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
路
面
電
車
の
軌
道
が
あ
り
、
か
つ
自

動
車
の
流
入
を
抑
制
す
る
事
に
よ
っ
て
賑
わ
い
空
間
が
創

出
さ
れ
る
場
所

(商
店
街
)
が
な
く
、
今
回
の
実
験
で
は

バ
ス
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
と
し
て
利
用
し
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通

り
で
実
験
を
行
う
事
と
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
は
、
市
内
最
大
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商

嚢
き

　　　　
　　
　
　　　　　　 　 　　　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　 　 　

概要図

ぬき
詠も艦
酵

讓
図

　　
　
　

山
馨

　　　
　
　

　　



店
街
で
、
フ
ル
モ
ー
ル
化
し
て
い
る
大
街
道
、
銀
天
街
か

ら
続
く
商
店
街
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
名
前
か
ら
も
解
る

よ
う
に
、
観
光
拠
点
の
一
つ
で
も
あ
る
松
山
城
へ
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
駅
舎
が
あ
る

(図
1
)。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
を
選
定
し
た
理
由
と
狙
い
に
つ
い

て
は
以
下
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①

現
在
の
市
民
の
歩
行
主
導
線
が
市
内
最
大
の
交
通

結
節
点
で
あ
る
松
山
市
駅
か
ら
銀
天
街
、
大
街
道
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
へ
の
導
線
が
弱

い
。

②

平
成
三

年
度
よ
り
地
元
商
店
街
と
道
路
整
備
計

画
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
絹
余
曲
折
の
末
、
通

過
交
通
の
排
除
と
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
二
車
線
一
方
通
行
の
車
道
幅
を
一

車
線
と
し
、
さ
ら
に
設
計
速
度
三
〇
懸
の
蛇
行
形
状

と
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
て
い
た

(図
2
)。

③

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
駅
舎
の
改
修
を
平
成
一
七
年
度
に

予
定
し
て
お
り
、
現
在
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
舎
の
観

光
バ
ス
、
自
動
車
駐
車
場
を
一
番
町
に
移
動
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

④

観
光
客
回
遊
の
も
う
一
つ
の
拠
点
で
あ
る

『坂
の

上
の
雲
』
記
念
館

(仮
称
)
の
建
設
が
決
定
し
て
い

た
。

⑤

『坂
の
上
の
雲
』
関
連
の
史
跡
が
周
辺
に
集
積
し

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
商
店
街
の
衰
退
化
に
歯
止
め
を
か
け

㈱
痢　2.5m 7.om 2,5m

車道 車道　　　　　　　 　 　
　　　　

　(社会実験中)

　

　
　
　
　

　　

　

　

ス
ぬ
"

　

　　

　

舷

き

図 横断図

(荷さばきスペース
2,5m2,5m 7.om 2.5m

荷さばき 自転車l歩道 高 騙 禰歩道l　 　　 　 　
　　

　
　
　　

る
た
め
に
自
動
車
交
通
を
抑
制
し
、
歩
行
者
優
先
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
、
観
光
客
の
回
遊
性

向
上
の
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
が
選
定
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

亘

地
元
と
の
含
意
形
成

社
会
実
験
の
実
施
に
対
し
て
問
題
と
な
る
の
は
地
元
の

合
意
形
成
と
実
験
を
本
格
実
施
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
元
と
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
は

二
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
三
一年
度
に
道
路
整
備
と

活
性
化
に
つ
い
て
商
店
街
と
行
政
の
協
議
が
始
ま
っ
た
。

当
初
、
車
線
の
削
減
に
つ
い
て
の
商
店
街
の
反
発
は
強
く

n
=
=
=孔)

人命
====u

実験計画に対する
アドバイス、承認

実験実施

結果の,
告

て

　　

　

　
図 3 実験実施体制図
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成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
を
設
け
、
図
3
の
よ
う
な
体
制
で

実
験
を
行
っ
た
o

国

実
験
着
溝
震
鬱
襲
験
期
間

実
験
期
間
は
、
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
平
成
一

五
年
一
〇
月
二
五

(土
)、
二
六

(日
)
日
と
三

月
一

(土
)、
二

(日
)
日
の
四
日
間
行
っ
た
。
三

月
三

(祝
)

日
は
例
年
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
を
通
行
止
め
に
し
て
イ
ベ

写真 1 実験前

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
フ
ル
モ
ー
ル
の
実
験
と
し
た
。

ま
た
、
実
験
期
間
中
の
平
日
は
道
路
形
状
の
み
を
残
し
、

交
通
規
制
は
行
っ
て
い
な
い
。
実
験
前
と
実
験
中
の
写
真

を
写
真
-
･
2
に
、実
験
の
チ
ラ
シ
を
図
4
･
5
に
示
す
。

な
お
、実
験
時
間
は
七

…
○
0
か
ら
一
九
"
○
○
と
し
た
。

実
験
内
容
は
、
交
通
規
制
と
し
て
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ

ー
ル
に
加
え
て
、
す
で
に
地
元
と
合
意
し
て
い
る
道
路
空

間
の
再
配
分
、
三
箇
所
の
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
三

詠
嶬

箇
所
の
無
料
駐
輪
場
の
設
置
、
市
民
の
交
通
拠
点
で
あ
る

松
山
市
駅
及
び
観
光
客
の
交
通
拠
点
で
あ
る
道
後
温
泉
駅

に
三
〇
分
間
隔
で
ル
ー
プ
バ
ス
の
連
行
を
行
っ
た
。
参
考

の
た
め
関
係
機
関
と
の
協
議
内
容
を
表
1
に
示
す
。

五

実
験
結
果
の
検
証

1

実
験
結
果

○
商
店
街
へ
の
人
の
誘
導

歩
行
者
の
交
通
量
は
平
常
時
と
比
べ
最
大
四
一
%

増
加
し
た

(図
6
)。

自
転
車
の
通
行
量
は
土
曜
日
に

=
%
増
加
し
、

日
曜
日
は
変
化
が
な
か
っ
た

(図
7
)。

表 1 関係者協議内容

関係機関 協議内容 主な協議結果

松山東警察署 道路空間の使用
句
を

中
可

月
許

槍
用

年
便

15
路

成
道

平
は
為

る
間
中

す
期
歯

用
の
職

便
句
を

を
初
験

問
月
実

空
=

、

遣
ら
り

歩
か
取

地元商店

荷さばき
スペースの設置

各L
)

慮考を性順
を

塀
す

れ
設

れ
廟

そ
1

区
に

地
区

3
地

臨時駐輪場の
設置

車
場

駐
輪

存
駐

既
時

に
臨

め
て

た
し

る
用

す
活

制
を

抑
ど

を
な

o

車
ス
る

転
一す

目
べ
置

置
ス
設

放
場
を

歩車道の分離 は款
プ
は

ア
な秘境盗

"騨苅
道

、圦
秘めは

し
す
ン

と
難
一

別
分
コ

原
リ
ト

写真 2 実験中



7,l25 7,o74 11 % 増 1 % 減
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図 7 自転車交通量商店への影響

10人未満増
0.7%

10人以上増
0.7%

　　　　　~＼ 来客数の変化
＼、 (N=119)

変わらない 、
34.0% 々

10人以上滅
6.1%

図 8 商店への影響

10人未満減
6,3%

10/‘〕 TOねO K〕/4 11ハ Ky怪) K〕/26
平常時実験中 平常時実験中 平常時実験中

平 日 土曜日 日曜日

図 6 歩行者通行量

売上げが
上がった
2.5%

　　　　
　　　　　

　　　

売上げの変化 ノ鷁

(N=119) !

･変わらない
　　　　　

、べき

とても良い に良い どちら
でもない

通行安全性【歩行者】 , 1絮% g面舵姥…飜 ^

通行快適性 【歩行者1経 9鎖 '" %-

走行安全性 【自転車】 4鷁 し 靴騒 k 20'9%

走行快適性 【自転車1 4熟這 1滋国埜妄 駿*吻飜･ 24,3も

図 9 歩行者動態

霊悪い

217

　　　　　 　　　

J費 123

21.1

大
街
道
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
に
来
る
人
数
は

自
動
車
走
行
速
度
は
、
土
日
は
平
均
七
蹴
/
h
、

平
日
で
も
約
三
如
/
h
低
下
し
た

(図
中
)。

○
大
街
道
か
ら
の
導
線

○
自
動
車
の
走
行
速
度

　 　　 　
　 　　　　
の o は の 口 の

○
商
店
へ
の
影
響

店
舗
の
一
~
三
割
で
来
客
数
、
売
上
げ
が
減
少
し

^

た
と
の
回
答
が
あ
っ
た

(図
8
)。

○
歩
行
者
の
動
態

歩
行
者
の
通
行
安
全
性
は
約
六
四
%
、
快
適
性
に

彰

つ
い
て
は
五
八
%
の
人
が
良
好
な
評
価
を
し
て
い
る
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土
曜
日
に
増
加
し
日
曜
日
も
平
常
時
よ
り
多
か
っ
た

(図
=
)。

○
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
導
入
に
対
す
る
意
向

条
件
付
き
を
含
め
通
行
者
の
約
九
割
、
商
店
主
の

約
六
割
が
導
入
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
る

(図
惨
)。

○
ル
ー
プ
バ
ス
導
入
の
可
能
性

連
行
に
対
し
て
は
肯
定
的
な
意
見
が
約
九
割
を
占

め
て
い
る

(図
博
)。

2

分
析

購
買
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る
要
因
で
あ
る
商
店
街
の

通
行
量
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
通
行
者
を
お
客
と

し
て
取
り
込
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
通
行
者
か
ら
の
要
望
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日曜日
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m
験
日躍

導

併
常
士

誘

-
平

の、ら

が
多
い
｢休
憩
施
設
｣
、
｢景
観
｣、
｢行
き
た
い
店
の
増
加
｣

な
ど
に
つ
い
て
、
商
店
街
や
各
店
舗
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
通
行
者
が
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
導
入
に
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
導
入
条
件
に
対
し
て
商
店
街
組
合
と
協
議
を
続
け
て
行

く
必
要
が
あ
る
。

六

実
験
後
の
展
開

実
験
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
中
･長
期
的
方
針
を
表
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2
に
示
す
。
現
在
、
写
真
3
に
示
す
よ
う
に
フ
ァ
サ
ー
ド

整
備
が
完
了
し
、
道
路
景
観
整
備
中

(図
解
)
で
平
成
一

七
年
度
末
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
観
光

ル
ー
プ
バ
ス
を
土
曜
日
、
日
曜
日
限
定
で
連
行
し
て
い
る

(図
髄
)。
こ
れ
は
、
実
験
後
観
光
の
側
面
か
ら
考
ら
れ
た

ル
ー
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
に
向
け
交
通
管

理
者
と
の
協
議
を
現
在
行
っ
て
い
る
。
こ
の
協
議
は
ト
ラ
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ジ
ッ
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ー
ル
と
い
う
歩
行
者
空
間
の
中
を
公
共
交
通

か道
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機
関
が
走
る
事
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
が
焦
点
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
安
全
確
保
対
策
に
対
し
て
一
三
の
項
目
で

対
応
す
る
と
し
て
協
議
中
で
あ
る
。

七

ま
と
め

松
山
市
で
は
平
成
一
五
年
度
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

社
会
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
一
番
の
問
題
点
は
自
動

車
の
排
除
に
対
し
て
の
地
元
合
意
の
難
し
さ
で
あ
る
。
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
に
つ
い
て
は
、
約
二
年
間
に
渡
り
自
動

車
の
排
除
に
対
し
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、
導

　
　
　
　
　
　

　

灘
,爛
醸
竇
壤
鞭
騨

　

　　
　

入
に
対
し
て
の
合
意
が
得
ら
れ
や
す
か
っ
た
が
、
一
般
的

に
社
会
実
験
の
公
募
か
ら
の
期
間
を
考
え
る
と
合
意
形
成

に
は
時
間
が
少
な
す
ぎ
る
気
が
す
る
。
今
回
の
社
会
実
験

は
道
路
景
観
整
備
の
工
事
中
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
雰

囲
気
が
あ
ま
り
良
い
状
態
の
実
験
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
歩
行
者
は
増
加
し
、
肯
定
的
意
見
も
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
商
店
街
と
の
継
続
的
協
議
や
、
再
度
の
社

会
実
験
を
行
い
、
曜
日
や
時
間
限
定
か
ら
の
導
入
を
考
え

て
い
き
た
い
。

図15 ループパスのチラシ




